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序 丈

房総半山のはほ中央白1¥をよ1-[1何に結ぶ県道千葉一大南線(通称大綱ilfj立)は、近年、車の通行量

に比し、道路IIJI，的、狭陥のため、特にT-葉111);';J j11 の交通渋 i'~~: をもたらし、これを緩和するため新し

い道路の建設が急務となっていました。

そこで了梨県では「千葉一大網白里有料j丘路」を建設することになりました。千葉県教育委員

会では、その路線内に所在する照蔵文化財について事前には握するとともに、その取扱いについ

て、事業主体者である千葉県道路公社をはじめ関係諸機関と協議を重ねてまいりました。

その結果、事業の性格上からも路線変更に困難性が認められたので 路線内にかかる遺跡につ

いてはやむを得ず記録保存の措置をとることになりました。

発掘調査については、その調査機関として財団法人千葉県文化財センターを指名し、昭和51年

4月から昭和53年 7月まで実施してきました。

このたび、その発掘調査の成果が「千葉一大綱道路建設用地内埋蔵文化財発掘調査報告書」と

して刊行される運びとなり、学術的な資料としてはもちろんのこと広〈一般に活用されることを

期待しております。

終りに、千葉県道路公社の御協力と財団法人千葉県文化財センターの御尽力並びに調査に従事

された調査員、調査補助員の皆様に心から謝意を表します。

昭和54年 3月31日

千葉県教育委員会

教育長 今井正
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1 .本書は、下柴大~;I刊 ['1 1 1 1 有料i丘路建設T区内の JljI蔵文化財の発掘調子正報告書である 。

2. 本事業r，は、千葉dl万花台J立跡(2地点) ・千葉市中芝j主跡 ・千葉市辺国Jl'iJ亦・了柴 dl) }化合

II遺跡とされているが、報告書においては、県教育庁文化課所有の千葉市埋蔵文化財包蔵地一覧

台帳をもとに次のようにした。

万花台遺跡(第 1地点)

奈木内第 5遺跡

万花台遺跡(第 2地点)

奈木台第 6遺跡

万花台 II遺跡

藤沢遺跡

中芝j立跡

中芝遺跡

辺国遺跡

清水作遺跡

3 本書に所収された発掘調査報告は、下記のよう発掘 -TF埋されたものである 。

遺 跡 名

奈木台第 6遺跡

奈木台第 5遺跡

中芝第 l次

清水 作

中芝 2 次

藤 沢

発掘 調 査

51 4. 1-7. 5 

51. 7. 6-11. 15 

51. 11. 16-52. 2. 11 

52. 4. 1-9. 3 
9. 30-12. 

52. 9. 4-9. 29 

53. 4. 1-6. 30 

整 理

2. 12-3. 31 

6 1. 1-3. 31 

7. 1-12. 31 

4.調査は、 T葉県道路公社の依頼で、文化1)ーならびに県教育庁文化課の指導を得て、財団法人千

葉県文化財センターが実地した。

5.現地における発掘調査は下記のとうりである。

51年度 奈木台第 5遺跡 ・奈木台第 6遺跡・中芝 l次

総括 i&中村J恵次、 調査研究員 杉山菅作 ・瀬戸久夫

52年度 中芝 2次 ・清水作遺跡



班長 肝村幸希、 調査研究員 削戸久夫、 臨時職員 鈴木薪雄

53年度 藤沢j宣跡

JJEL毛 同川宏道、 調作研究上i 瀬戸久夫・高僑博文

6.室内における整理作業及び報告書刊行作業は、瀬戸久夫、高橋博文が当たった。

7. 主内J最影は瀬戸久夫、高僑博文が当たった。

8 本書の執筆は、杉山晋作、中山台秀、瀬戸久夫、高僑博文、鈴木若雄がおこない、文末に文

責を記した。また、第 l章調査に至る経緯は県教育庁文化課によるものである。

9.発掘調査の実施及び報告書の刊行に至るまで、下記の諸機関、諸賢の御指導、御協力を賜わ

ったことを記し、衷心より謝意を表します。

千葉県道路公社、千葉県教育庁文化課、千葉市教育委員会の諸機関には少なからず便宜を取

り計らい頂き、御協力を頂いたことを謝する次第である。

なお、中山吉秀、古内 茂、山本 勇、小津清男、中山一郎、田坂美代子、吉原滝雄、小林

清隆の諸氏には、発掘調査、遺物整理に当たり特に専門的な御教示、御指導を賜わった。

10.実際の調子正に当たり、酷暑の中、寒風の中を我々と苦楽を共に調査に従事して国いた調査補

助員の万々、及び室内における整理作業に当たって頂いた補助員の方々は本書の刊行に不可欠

であり、終始御協力を頂き衷心より感謝の意を表します。

挿 図 σ〉 凡 例
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第一章 発堀調査の経過と概要



第 I節 発掘調査に至る経緯

通称「大綱街道」と呼ばれる、県道千葉一大綱線は、昭和45年頃から車両の通行量が急激に増

加する傾[IIJにあり、新道路の計画にせまられていた c

昭和47年12月の県議会において、千葉一大綱白里有料道路の建設が可決され、昭和48年 3月に

は路線認可、区域決定、県報告示と一連の事務手続がなされた。

その後、昭和48年 4月と昭和49年10月に事業主体者の千葉県道路公社から千葉県教育委員会へ

路線内の埋蔵文化財の所在について照会があり、路線内の現地調査を実施したところ、縄文式土

器及び土師器散布地等 4か所が所在することを確認し、同公社へその旨回答した。

この路線内の遺跡は、千葉市誉田町所在の万花台遺跡(2地点)、(奈木台第 5・6遺跡)、同市

高田町の中芝遺跡、岡市辺田町の五反目(清水作遺跡)である。

これら 4か所の遺跡について、千葉県教育委員会では千葉県道路公社とその取扱いについて、

再三協議を重ねた結果、路線の変更に困難性が認められることから記録保存の措置をとることで

協議が整い、財団法人千葉県文化財センターが発掘調査に当たることになった。

発掘調査は、昭和51年 4月から昭和52年 l月まで万花台遺跡(第 1地点)、 中芝遺跡 (第 1次

調査)の調査を実施した。更に、昭和52年 4月から 11月まで清水作遺跡と古墳(1基)及び中芝

遺跡(第 2次調査)を調査した。

また、これらの遺跡の調査中、万花台遺跡(昭和51年度調査)に隣接する地点で新たに遺跡が

所在することが確認され 昭和53年 4月から 6月にかけて発掘調査を実施した。

遺物整理、報告書作成等の整理作業については、昭和53年 7月から 12月にかけて実施した。

(文化課)

第II節地理的環境

|項周辺遺跡(第|・ 2図)

図示したのは、迎辺遺跡の分布図であり、ムは只i本、 Oは散布地、 .は古泊、 .・.は古墳群、ロ

は城跡、 ・は供養塚である。

調査をおこなった奈木台第 5遺跡・第 6遺跡・藤沢遺跡 ・中芝第 1次 ・第 2次とも同一支流の

支谷である。清水作遺跡、A地点 ・B地点は、思Ijの支流に属するもので地理的環境は、各項目で記

述することにする。

遺跡番号は、県教育庁文化課所有の埋蔵文化財包蔵地一覧台帳にならい同一番号を用いた。
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今回報f11二する JJ花子i~t~ 1地点は、必 858・奈木f;第5遺跡で縄文の包含J也と確認されている

明石{[なiti怖はつかめなかった。が、道路幅のみの調公であったので、

第 2地点は、必 859・奈木台第 6遺跡で縄文、土師の包含地と確認されているが、調査開始

時には台地の大部分の表土を削平され、遺物 ・遺構とも検出できなかった。

台|阪に記載のない新規発見の遺跡で、諸関係機関との連絡で藤沢遺跡と命名する第 3t也点は、

ことにした。

中芝遺跡、は、.No，732・中芝遺跡で縄文の包含地と確認されているが、今回の調査時には、表

土を削平され一部分に縄文土器片等、歴史時代の住屑跡が出土したが、遺跡、の主体は、南側の台
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地の中央部附近であろうと巧えられる 。

辺国造一跡は、 fil阪に記載のない新規発凡の遺跡で、 Jj花台第 3.t也点同様に清水作遺跡と命名す

ることにした。

( i頼戸久夫)

2l'頁立地

奈木子;・繰 ;)(j立跡、 ( ~ì 3 ・28凶)は、千葉市布団町の万花台に在リ、国鉄外bH泉の誉回駅から

約 lkm強北東に位置する。この奈木台遺跡の立地する台地は千葉市内を西流して東京湾に注ぐ都

川の 1支流の最奥部に当たる 。すなわち、都川を遡ると大宮町付近で束と南東の 2支流に分かれ

るが、その東の支流は高似町付近で南へ遡り、高田町付近へたどりつく 。奈木台遺跡、は、この最

奥音11の支谷をのぞむ襟高55m代の平18.面の余り広くない、むしろ傾斜面の多い台地上に位置し、

現在の水田面との比高も小さし、。また、水量の多い小支流もなく、都川の起点とも言える地域で

ある 。東の隣接台地は、北流して印鳩沼へ注ぐ鹿品川の流域に属し、また、南は東京湾へ注ぐ村

田川の流域とな っている。

今回の調査区域は、台地の中央音1Iを横切る道路敷部分のみであり、凹地によって 3地点に区分

されるため、調査順に、第 1.第 2・第 3地点と呼んだ。各地点の遺跡、の中心が、今回の調査区

にあると言えないことを加えておく 。

(杉山晋作)

小芝遺跡(第55図)は、千葉市高田町の中芝に花り、国鉄外房線の誉回駅から約 1km北に位置

する 。中芝遺跡は、奈木台遺跡と同じく都川の東の支流の奥部にあり、奈木台遺跡、よりは支流に

j5:い。標高55mm代であるが、水田面との比高は奈木台遺跡のそれよりも大きい。台地上の平担面

は南北に長い形状を呈し、調査区域は、これを横断する形の道路敷部分のみであった。中央部に

凹地があり、また、調査を 2次に分けたため、第 1次調査区、第 2次調査区に分け呼んだ。

(杉山普作)

清水作追跡 (第74図)は、 T葉市辺田町25-2番 (寸:;背水作)にriJTイ1する 。

ト総f;地は、多くの水流により開析され、樹校状の小支谷を形成する 。本流となる支谷は、高

田町を源としもう 1つの支流が、千葉市大宵町付近で東南方向に分れる 。平山町付近て¥東方に

平山支谷、南方に辺国支谷(野田谷津)と二分し、平山支谷は誉田町を源流としており、辺回支

谷のはほ、中聞の東側に位置する。

調査地A地点は、谷津縁辺の推積地で水図面との比高 4mを計る 。

古墳及びB地点は、水図面との比高 9m、A地点との比高 5mを計るっき出た尾根上に古墳は

立地し、 B地点は標高30-35mの聞に立地する。

(瀬戸久夫)

- 9 -



第III節調査方法

奈木台第 5遺跡(第 4・5図・図版 1) 

法本的にグリ ッド法を用いて調査し、土層観察及び排土連般を与ーえ上手を残し調査をおこない

遺構確認の場合土手を排除し拡張することにした。グリッドの}J法は、道路建設の中心杭を長軸

として 5X5mのグリッドを組んだ。道路幅を A-Iのアルファベットイ寸し、長軸を10-36まで

のアラビア数字を付した。なおABラインが図示してないのは、調査区域ではあるが、耕作地の

崩壊等道路の屈曲による幅の変化等を巧慮して十分余裕を取ったも のである。調査は、全グリッ

ドを調査し遺構検出に努めた。

奈木台第 6遺跡(第22. 23図 ・図版20)

本跡も第 5遺跡、の方法を踏襲して名称、を付した。道路幅を A-Hのアルフアベット に、長軸を

1 -30のアラビア数を用い、 5X 5 mのグリッドに区画した。この第 6遺跡は、全域にわたり表

土を削平されており遺構の検出も望めなかったので、 一応、 2・4・6の偶数列を調査し遺構確

認に応じて拡張の方法をとった。

藤沢遺跡(第29・30図・図版25)

本跡~"'\ 5・6遺跡、の}J法を踏襲しクリ ソド調作法でおこなった。名称は北側から 1-24までア

ラビア数字を付し、道路幅に A-Dまでのアルファベ ットを付した。グリ ッドは、 5X 5 mとし

土層観察及び、排土運般用の土手を 1m巾でのこし遺構を硲認することにした。遺構確認が進行

するに従って A-ll・12・13に遺物が多〈出土したので、この西側に 3区もうけ Z91Jとした。ま

た、先土器時代遺物 2群が249IJ以上に広がる可能性を示したため2591J2グリ ッドを設け調査をお

こなった。

中芝 1次 (第56・57図・図版46・58)

本遺跡は、当初幅45m・長さ 160mを調査する予定であったが、諸般の事情により第 l次調査

を幅45m・長さ30mに変更して調査に至った。

基本的にトレ ンチグリ ッド法を採用した。すなわち道路建設の中心杭をよく長軸と して、5X 

20mのトレンチとした。南北のトレンチを A-Iまでのアルファベッ トを付し、東南のトレ ンチ

を2-5のアラビア数字を付した。 2から初めたのは、東斜面の調査を与慮に入れていたため一

応このように呼称した。なお幅 5mのトレ ンチには、排土運般用の土手を 1m残し調査すること

にした。

中芝 2次

1次調査時は、道路ITai45mであったが第 2次調査の52年度には、道路幅30mに設計変更となり

その部分の調査をおこなった。調査の万法は第 l次調査を基本的には踏襲し長さ20m・幅 5mの

トレンチとしたが、第 2次調査では排土処理が不能で舟あったため、幅5mを1/2に分割し千鳥に調

n
H
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査することとし、遺構検出後に拡張する万法をと った。

南北のアルフ ァベ ット、東西のアラビア数字は、第 l次同様の方法をと った。

清水作遺跡 (第75・76図 ・図版65)

本iliJ跡は、当初、谷部の'tlH1也の試ぬ!のみであったが、調査前の踏査時に占噴 1法が確認された

のであわせて調査することになった。

A 地点畑地の調併は、)，~;T: (I(jにトレ ンチ法を採用した。すなわち、道路建設の中心杭を長軸と

し、 20mx 2 mのトレ ンチとした。試1[:1¥調盆を前提としたため、遺構検出可能を考慮、に入れ、全

両にグリ ッドを組む事にし、まず南北の中心トレンチ、 (B・C ・B ・C . B)を千鳥に調査し地

形を観取することにした。その結果 3亨1)から 6JI)まで急激に落込み 4JI)-5列にかけては、深い

谷が形成される事が判明したため、 1・2・3JI)を、粘資する事に した。

古墳及び B地点 (第107図 ・図版73)

清水作古墳の調査は、円境 1~のみが対象のため次の万法によ っ た 。

まず盛土の築造状態を観察するため境丘4訓線を墳項部中心に東西南北に設定し、この分割線

に沿って幅 1mのトレ ンチを設定し、盛土部分は撹乱の認められな くなる深度までを、周溝は流

土および埋土を除去し周溝底まで発堀するこ とにした。また、古墳の南東側の平担地に周溝確認

と、古墳造築の周辺整地の有無を確認するため 1m幅の卜レ ンチを入れた。名称、は、図示した と

おりで、 4万位を略記号で表記した。

トレンチ発射の結果、円墳であることが確認されたので、 4分割線を断面観察用のベル トと し

て残した。噴頂部で直J)が検出されたが、内庁11施設は検出できなかったので、盛土部を堀り下げ.

ることにし、土層断面iWJ量後平面的に旧表土を平面的に精査した。旧表土下に石片が多数確認さ

れたため、旧表土下を粕先することとした。

B 地点は、市境調査時の南東トレ ンチに住肘跡らしき活込みが確認されたので、周構より約10

m拡張したところ、住肘跡 2軒が検出された。これによ って平担面に、住居跡の存在する可能性

が大になったので、協議の結果発堀調査区域を65m南万戸，]に延長した。調査区の幅は、工事用道

路の工事により、 2m -15mとまちまちであった。

グリッドの呼粉、は、 A地点と同様南北を A.Bのアルファベットに、東西を 1・2のアラビア

数字にし、 10mx 2 mのグリ ッドに組み調査をおこない遺構の検出につとめた。

(i頼戸久夫)
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第二章奈木台第 5遺跡



地形と土層(第6図)第 I節

Fラインは調査区域の台地を縦走や;跡は、北方IIljへのひる吊ー状fiJ也のjL部カ、調査区域である。

する柱状図で12列付近は、 fJ;l:尚58mをilliJり、 15-27列では急激な傾斜をなす。 36列付近では、標

Hから Cにかけてなだら出56mとなり急激におちこむ。この比出差は、 2.5n1をiWJる。35列では、

かlこ itü利している。 247IJ は、ほほ也、]':IE1であり 16列は C において急i~~tこ{頃料し C . H にかけても{頃

:f.'fがはじまる。12列においては、ほほ平岡である。

ゲ

的な土層として第 I層

リッド発掘によ り標準

~第W層を設定した。

第 I層は、耕作土に

土層

本遺跡、の土層は、

間前hhl;
よる撹乱をうけた表土

層であるが、第II層を
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第II節遺構と 遺物

I 項 先土器時代の遺構と遺物(第 8図・図版16)

先土器時代の遺物は、 F-14・1-20-21・H-21・H-27・G-24・1-24の各グリ ッドで

出土したが、特に H-27， 1 -27にかけてまとま って出土した。

出土土層は、第II層暗褐色土層、第三層ソフトローム層の二層間で出土した。 1-27では、 10

個のチ ップ ・フレークが出土したが明確な製品はなかった。この 1-27・H-27' H -28グリ ッ

ドは、舌状台地の基部にあたりこの付近を境に谷に移行する地点である。本調査区内で、集中し

て出土した地点はこのグリ ッドのみである。今後この台地の調査がなされれば、これと関連する

先土器時代の遺構が、確認できるであろう 。今後の調査に期待したい。

遺物(第 9・10図)

1はF14グリ ッドから出土したもので、出土土層はソフトローム上面でメノウ製のフレークで

表面の稜はタタキつぶされて火打石様の母岩からの剥落片であるかもしれない。

16 



2は 120グリ ッドのソフトローム上面で出土したもので チャートの機片で表面は表皮部をの

こし、多少の摩滅が見られる。

3は 121グリ ッドのソフトローム上面から出土したもので、 (2 )同様チャートの小磯片で外皮

をのこす。

4は 121クリ ッドのソフトローム上面から出土したもので下部に打調痕らしきものが観察され

るが、不鮮明である。

5はH21グリ ッドのソフトローム上面から出土したもので、母岩からの剥落片であろうと思わ

れ表皮部をのこす。

6はG24グリ ッドのソフトローム上面より出土したもので、石質はメノウで周縁部はタタキに

よりつぶしている。火打石かとも A号えられる。

7は 124グリ ッド出土で、石質はチャートで先端部にリタ ッチ様の痕跡が見られるが、打調と

してはとらえがたい。外皮を若 Fのこす。

8は 125グリ ッド出土でソフトローム上面出土のチ ップである。石賀はチャートで外皮を l部

のこす。

9はH27グリッド出土で暗補色土中層で出土したも ので、表面に数条の剥離面がのこり、打面

部は半間である。石賀はメ ノウである。

10はH27グリ ッド出土でメノウのチ ップである。

11はH27グリ ッド出上で(10)問機メノウのチ ップである。

12はH27グリ ッド出土で暗悩色土中層出土で不定形制片で、石'l'iはチャー卜である。

13はH27グリッド出土のチ ップで、 fi11はメ ノウである。

14はH27グリ ッド出土のチ ップで、石賀はチャー卜であり外皮をのこす。

15はH27グリ ッド出土のフレイクで、石11はチャートである。表皮をわずかに残す。

16はH27グリ ッド出土の縦形ブレイクで、石質はチャー トで打面はギ坦である。表皮をわずか

にのこす。

17はH27クリ ッド出土で、表皮部を打面した小争Ij離面が表面にみられる。石質は桂岩である。

18はG27グリ ッド出土の不整形のフレークで、石賀はメノウであり外皮をわずかにのこす。

19はH27グリ ッド出土で、コブシ大の礁を用いた石絞と思われる。一部に表皮をのこしている

が、上下両端面を打ち浴し、上端もしくは上下両端面から剥離をおこなう 。このような剥離は多

〈見られる類例であるが、本例は、外郭部の調整段階のものであろうか、来IJ離面にパラツキがみ

られる。石質は桂質粘板岩であろうか。 (瀬戸 久夫)
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21頁土墳(第 7・11図・図版14)

第IIJ層で確認された。多くの土i康状の議へ込みが検出されたが、層位も 2層であり白然堆枯で

あろうと思われる。これらの土I康状の締込みからは造物は皆無であ った。これらの務込みのうち

比較的大型でプランの明確なものだけ記載することにする。

1 .上国のプランは不定形を呈しており、床面のプランは略万形を呈している、深さは50cmを

isIJる。底面はフラ ットではあるが軟弱である。

2 上面プランは不定の長万形で、床面も不定形を呈しており、深さは20cmで浅く、いわゆる

皿状の落込みである 。底面はフラ ットを呈し軟かい。

3.上面プランは略長方形を呈しており、底面プランも上回と同様であるが、深さは90cmあり

かなりの深さを呈する 。底面はフラ ットの面をもち、かなりし っかりしている。

4 -6.上面プランは正円形を呈し、底面プランも円形を呈する。4. 5は30cmの部込みで、

底面はフラ ットである。

(瀬戸久夫)
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311頁 ;蕎状遺構(第 7・12図・図版14・15)

調査区域全域にわたり確認され、 12-G・13-G.14-G .15← F . 16-F . 17-F . 18-F 

. 19 -E . F . 20 -E . F・21-E . 22-E . 23-E・24-E . 25 -E . 27 -E . 28 -E . 29-

E・30-E・31-E・32-E . 33-E . 34-E . 35-D・36-Cの各クリy ドで黒色の落ち込み

を確認した。台地の中央部を縦走するかのように造存している。台地の襟高約57.7mを浪IJる。中

央部と南側12列標高56.7mとの比高は1.0mであり、北側IJ34}IJ標高56.1mとの比高は1.6mである。

南側の勾配?(sで 、北lWJの勾配 L%をiWJる。溝の出土はほほ 3層に分れ、ソフトローム出黒色土 ・

砂粒出黒色土の層位である。j義の最大l幅は1.5m.深さは約0.5mであり、形状はゆるやかなU字形

である。

16列・ 20列の部分に若干テ ラス状の弱し、段をもち、他の部分ははは、直線的に落ち込み、壁面は

あまり昭牢でなし、。床面iは部分的に硬い所もあるが、他の所はあまりふみかためられていない。

これに伴う付帯施設もなく、出土遺物も確認されなかった。

t
E
A
 

nノ臼

(瀬戸久夫)
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4 I頁 炭焼窯 (第13図 ・図版 4) 

D-34・D-33・E-34・E-33のグリ ッド内で検出され、第II層(褐色土層)の面で確認さ

れた。001・002・003ともほぼ北東方向に並んで構築きれており、 002においては東側の壁は完全

でなかった。

¥ 

001 

F、、34J:-

(--ぬ

fh  、34，円、33
I ~ 、33

， 
， ， 

002 003 

56.00 

56.50 

2m 

第 13図炭焼窯配置図(1 /60) 
( 1/60¥ 

( 1) 0 0 1炭焼窯 (第14図 ・図版 5-9 ) 

主軸方向は N-350 -Eであり、全長4.15m.焼成部長2.6m'焼成部幅2.15mを{目11り、楕円形を

呈しており、壁厚さ0.15mを調111)、焼成部はほぼ平坦であるが、中央部がわずかに凹を呈してお

り、壁面はわずかに内傾し、旧地表面を切り込んで構築している 。焚口幅0.6m・焚出部長1.55m

-幅1.15mを柳川、半円形を呈 し、焼成部と同様わずかに中央部がくぼんでいる。焚出部は、長

径0.9m・短径0.7m・深さ0.4mの惰円形を有する 。窯内の層位は、木炭層 ・荒砂ブロ ック層・荒砂

η
J
 

ヮ“



層と大別できる。熱変をつけた天井部と思われるものが、かなり窯内に層をなしている。焚出部

に付随する楕円形のピッ トには、大きな閉塞フゃロック、木炭などがかなり確認された。
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掘込図土層断面図

第 14図 001遺構(炭焼窯)実測図(1 /60) 
2m 

(2) 002炭焼窯(第15図 ・図版10-13)

主軸方向は N-25.5' -E であり全長4 . 2m ・ 焼成部長2 . 5m ・幅2m ・ 壁厚さ0.13m を i~IJ 1)、床

面は平坦で‘ありプランは楕円形を呈する。焚口幅0.4m・焚出部長1.7m・幅 1m を i~IJ t)、焚出部に

長軸1.3m・短軸0.9mの浅い方形の堀り込みを有している。

窯内の層位は、右半分が完全で、ないため明確ではないが、 001窯と比べて天井部と思われるブ

ロック状のものは少なく 、壁材のブロ ック も熱変していない。これからみて、使用前も しくは構
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築中、空焚中に崩壊してしまったのかもしれない。
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第 16図 003遺構実測図(1 /60) 

(3) 003炭焼窯(第16図 ・図版10-11・13)

主車UJ方rilJはN-25~ Eであり長径 2m・知

径1.4mの方形のプランを呈する。床面は平坦

であり層位は木炭層はなく、荒砂混合層から

なっており、壁面、床面とも熱変はうけておら

ず、この003遺構が窯であるのか、炭焼窯に付

帯する施設なのか明確でない。(瀬戸 久夫)

5項包含層出土の遺物

1. 土器について

ここで報告する遺跡は、奈木台第 5遺跡、

第6遺跡、中芝遺跡については、下記のよう

に大別した。

第 l群土器

第2群土器

第3群土器

第4群土器

縄文早期の土器

縄文前期の土器

縄文中期の土器

縄文後期の土器

以上のように、縄文早期から後期にかけての土器を 4群に大別したが、 個々の群別について

は、上記の 3遺跡の中で異なるので、各遺跡ごとに細別して説明した。このため、各遺跡によっ

て説明する土器型式が異なることを注意したい。

縄文土器

第 2群土器 (第 17図 ・図版 17)

第 1類土器(1 -5 ) 

黒浜式土器である。口縁部の外反する深鉢形土器で、文様は半載竹管工具による平行沈線文を

斜方向 ・横方向 ・山形状に施丈するもので、縄文はみられない。胎土中には、植物繊維を多量に

含んでいるが、焼成の良い土器である。

第2類土器(6 -13) 

興津式土器である。櫛歯状工具による条線を何単位かを一組として施文しているもの(8 -13) 

と単位の不規則なもの(6・7)があり、いずれも斜方向から曲線的なく〉文様としている。

色調は、赤褐色、茶褐色が多く、焼成の良い土器である。

第 3群土器

縄文中期、力日曾干!JE式土器が若干出土している。深鉢形土器の胴部破片てい、その一部に加曾利

E式土器特有の渦巻文をもつもの(14)や、沈線による懸垂文のみられるもの(15)がある。
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本群土器は、出土量としては少なかった。

第 4群土器

本群は、縄文後期の土器を一括した。型式別第 l類土器から第 4類土器に分けて説明したい。

第1類土器(第18図 ・図版18)

称名寺式土器を本類とした。文様の異なるところから a種から c種に分けて説明する o

a種(19-27)

半載した竹管の先端部を一方向から強〈押しつけて文様とするものである。本種は、中期加曾

手IJE式土器でも新しい型式からみられるものである。

b 種(沼~41 )

太い沈線文の聞に、等間隔に列点文の施文されるクループである (29-32)。 土器によっては、
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沈線による区画で列点文が認められないもの (28・33-41)があり、これからの口縁部には円形

の刺突文が施文されている。

C種 (42-44)

沈線による区画された内側を、縄文により飾られる土器で、口縁部は無文帯で、それ以下を沈

線と縄文で飾っている。本種は、神奈川県称名寺貝塚の第 l群第 2類の土器に類似する。

第2類土器

堀之内 I式土器を本類とした。文様を異にするので a種から b種にかけて説明したい。

a種 (45-49) 

櫛状工具によるコンパス文様で器面を飾る。文様は全て、曲線的に施しており直線的なものは

なかった。

b種 (50-63)

器面を縄文のみで飾るもの (55-60) と地文に縄文をもち沈線を組み合せたもの (50-54・61

-63)がある。

本種の土器の色調は、茶褐色・黒褐色をなし、胎土中に砂粒を含むためかザラザラした土器が

多い。

C種

壷形土器の口縁破片である。口縁部は無文で頚部以下には沈線文と隆帯による文様をもつもの

である。

本土器は、色調も黒褐色であり、器面も研磨されて光沢をはなっている焼成の良好な土器であ

る。

第3類土器(第19図 ・図版19)

加曾手IJB式を本類とした。いわゆる組製土器、半粗製土器が多く精製土器は、図示しなかった

が僅かな量しかなかった。加曾利B1式のものはなく 、いずれも加曾手IJB II -III式と呼ばれる加

曾利B式土器の中でも型式の新しいものが多い。

a種

綾杉状ないし格子状の沈線文で器面を飾る土器である。これらの中には、波状口縁で半精製土

器のもの (70・71) もある。これらは、加曾利BII式と思われる。

b種 (99-104)

粗製土器で、口唇部と頚部に刻みをもっ隆帯を有し、地文には粗雑な縄文を施文している。こ

れらは、加曾利BIII式であり、 (99-104)は加曾利BII式の胴部破片であろう。

第4類土器

安行I式を本類とした。

nδ 
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この中には、口唇部の厚味をもっ条痕状の沈線をもつもの (74-79)や帯縄文とよばれる土器で、

波状口縁の頂部に粘土による貼り付けのあるもの(106)が認められる。中には(105)のような

平縁の土器もみられ、これは安行II式かもしれない。

底部

底部で計調IJ可能なものを図示した。底部近くのため文機はないが、底部てれ張っているものや、

底部が小さいものもみられる。また、 1点ではあるが、アジロ痕とかアンペラ痕とよばれる敷物

の痕跡をもつものもあり、後期中葉の時期であろう。

石皿

1 -25グリッド出土で、全体の約元造存する。復元するとほほ'17-20mの円形を呈すると思わ

れる。表裏とも使用による摩滅が見られ中央音11に小穴が見られる。縁辺厚さ 5cmに対し中央部厚

さ3cmとかなりの差がみうけられる。石材は安山岩で重量は 1，39kg。

縄文土器(第21図 ・図版17)

lは襲である。E-24・D-24グリッドから出土したもので推定口径21cmを測る。口唇部には

(中山吉秀)

1段の稜を持ち、口唇部より下は縄文を施し、頭部には沈線が横走する。内面は横方向にていね

いなへラ状工具によるナデカ、おこなわれている。外面の色調は全体に明褐色を呈し、内面は口縁

部から胴下半にかけては褐色を呈する。胎土はかなり大きな粒子を多く含み、焼成は普通である。

2は小型輩である。 G25グリッドより出土し、口縁部・胴下半部が遺存している。口径は 19.5

cmをiHIJり、口唇部はほほ‘平滑で、あり、口縁部はゆるやかに外反する。口縁下部に 2条の沈線を有

し、地文は 2条の沈線で区画された以外は、縄文を施した上に細い沈線で斜格子文を形成してい

る。底部に近い部分は、縦方向に地文を消すようにていねし、にナデをおこなっている。 2条の区

画された部分は、横方向にていねいにナデをおこなっている。底径は 6cmを測る。口縁部内面は

ていねいな横方向のナデをおこなっており、胴下半部は縦方向のナテによってよく成形されてい

る。外面の色調は褐色を呈し、内面の色調は暗褐色を呈している。胎土は細粒を含むよく精選さ

れたものである。焼成は非常に良い

3は誌である。 G-23・M-25クリッド出土の土器で刷部のみ遺存する。 推定胴径26cmを測る。

口縁部はゆるやかに聞き、胴部は丸味をおびる形である。地文は縄文を基本とするが、口縁部と

胴部には入組文で区画された以外はへラ状工具による摩消しが見られる。内面の整形は、頚部に

おいては横方向、胴部では斜方向のナテoをおこなっている。外面色調は黒褐色を呈し、内面は光

沢のある暗褐色を呈する。胎土は砂粒を含む、焼成は良好で、ある。

古銭 (4-1-4-4)

4 -1 

景徳元費であり、 E-22グリッド出土で、径2，3cmを以IJり0，7cmの方形孔を有し、文字は片面に

円
べ
U



のみ鋳出きれている。遺存は良好であった。

4-2 

皇宋通賓てあり、 1-20グリ ッド出土で、径2.5cmをifllJり0.7cmの方形孔を有する。遺存は悪い

方で表面の文字の腐食はいちじるしい。

4 - 3 

寛永通費であり、 F-21グリ ッド出土で、径2.4cmを測り O.6cmの方形孔を有する。遺存は良好

である。

4-4 

寛永通貰であり、 F-22グリ ッド出土で、径2.5cm、裏面に 「文」が鋳出されており 0.6cmの方

形孔を有する。遺存は良好である。

(瀬戸久夫)
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第1II節まとめ

1. i立跡について

部5i:ll跡は、*にのびる百:LKfi t也の).~音1)を調をしたもので、縄文土器片の散布は認められたが

すくなく、 m構も不明であった。調ttの結果は先土器時代の造物をも認めることができ、この遺

跡もこれらの状況からみて舌状台地の中央部に主体が位置するものであろっ。

2.泣梢について

時期不明土城

時期l不明j蒋…・・… 1ヵ所

近代炭焼遺構…… 3lJi

土墳は出土ifi-物がなく明確で、ない。確認面は、 2層下部で農耕の時のものと A考えられる。

携はずi.t也を縦断するようにあって、講の形は主として V形を呈する。しかし造物は出土しなか

った。 t詳のI里土を観祭すると講の最下層に黒色の砂11.土が堆砧する。このことから与A えて、ある

時期には水流があったと考えられるが、時期は不明である。

炭焼窯は 2.，)，，~で、);形の J1'î:蔵itI構様のものが1).!5あった 。 前者は土地の人によると炭焼窯の記

憶があるという 。これからして時期は近代のものであろう 。後者も同一時期と解したい。

3.造物について

先土器時代

縄文土器

古銭

先土器時代の造物は、ブレイク、チ ップ頒20数点出土したが、製品は確認できなかった。その

検出地点は平坦部から谷部に移る境界ライン付近であって、その時期のキャンプサイト的なもの

であろうか。本跡は台地の一部を調会iしたのみであったため十分な検討はできなかったか、今後

台地全域の調査にまちたいと思う 。

縄文土器は、前期l前半~後期までの土器片が出土し、また出土地点の疎密はなかった。多いの

は中期の土器片であり、この台地の縁辺部には中期の生活跡の存在も考えられる。

占銭は 3種 4枚出土した。すなわち景徳冗費 (1004年鋳造)1枚、皇宋通費 (1039年鋳造)1 

枚、および寛永通費(1636年鋳造)の 2枚である。これらがどのよ うにして流入したかは確認で

きなかった。

(i頼戸久夫)
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第 I節 地形と土層(第24図・図版21)

前述したように調査範囲の大部分が削平されソフトロームのみであった。 24-30列の部分は幸

いにして遺存していた。第 I層(耕作土) ・第II層(褐色土) ・第III層(ソフトローム)調査区

域の南方向が高くなっており標高59.5mを測り、北方向が谷におちている。層位は大部分が削平

のため、ソフトロームである。 28列は、 G.Hにいくにしたがって落ち込んでおり比高が 2mを

測る。谷と思われる所の土層は、二次堆積と思われる。褐色土層がかなり下部で観察された。

第II節遺構と遺物

|項炭焼窯 (第25図・図版22)

表土を削平されており、 20-Dグリ y ドで確認された。煙辺部のみ遺存しており窯体部には、床

面の木炭、焼土のみカ、存在していた。主軸は、 W-IO，350_  sである。煙道部付近と思われる部

分に天井部と思われるブロックカ、点在し、床面と思われる部分には、木炭 ・砂 ・灰などが確認さ

れ、煙道はほぼ垂直に立ち上カ、り煙道壁は黒色にやけており非常に墜牢である。煙底は黒色の炭

化物が付着し、部分的に赤変した焼土も多〈見られた。

A 

'-'A' 

国 国

A' 1 =褐色荒砂層
II=赤色荒砂層
1II=木炭混荒砂層
N=木炭層

E司三三三主~九日 v =赤変ローム

5L00 「内rJ

第 25図 001遺構(炭焼窯)実測図

2 r頁 包含層出土の遺物(第26図・図版23)

(瀬戸久夫)

本地点では、縄文前期~後期前半にかけての土器が出土したが、その出土量は少ない。以下、

群別に分類したものについて説明したい。

第 2群土器

前期の諸機式土器である。半載した竹管工具を使った並行沈線文や爪形文のみられる土器で、

諸磯 b式である。出土量も少なく、諸磯 a式、 c式については出土しなかった。

第2類土器

浮島式土器である。ハマグリの腹縁を交互に移動させて、連続する貝殻腹縁文をつくる。口縁
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音11より文様を作り出しているが、地文の仕万が雑で、いく分不規則な状態をなすものがある 。

( 1 )この他、ハイガイやサルボウなどのアナタラ属の貝を使用して、連続する貝殻腹縁文のもの

( 5・6)も若干出土している 。

第 3類土器 (7・8) 

興津式土器である 。口唇部に梓状工具を連続して押しつけた口縁で、胴部には横位から料方向

の櫛歯状の工具による条線で器面を飾るものである 。興津式土器には、員殻文と摩消し手法の文

様をもつものであるが、本遺跡では出土しなかった。

第3群土器

縄文中期の土器が、かなり出土している。これらには、深鉢形土器で口縁音[1に渦巻文による口

被部文様帯をもっ加曽手IJE II式が若 Fある。(12)

この他は、口縁部に太い沈線をもつもの (9・11)、rTMの広い無文帯のもの (10・14)、口鯨部か

ら縄文のみのもの (13)等があり、いずれも加曽利 EIII式と巧ーえられる。図示した(16-21)は

これら上記の刷部破片で、懸垂文聞は摩消し手法により無文帯となっている。

また、縄文以外に櫛状工具による条総文のみのもの (15・23-27)かある。口被部は 2-3状

の太い沈線が走 1)、それ以下には櫛状工具による条線文が施文されている。時期も、加]曽干IJE III 

式と新しいものである。

第 4群土器

第 l傾土器

口融部カ、突出した把手状となり、その部分に大きな ST状の文様をもち、口縁部に 271Jの列点

文をもっ土器ヵ、出土している 。堀之内 I式である。本主J'(土器の出土量は少ない。

第2矧土器

器出上部をJ軒両し縄文と数条の沈級文によ って飾り、 slnJ下半では無文となる深鉢形土器がある 。

この土器の口融内側にも太い沈紋文がみられるが、 )JIJ曽利 B1式土器である。本知土器も出土足

は少ない。

底部 (30・31)

図ぶした底部の 1つには、アジロ肢をも っている。これらの底部は器形やアジロ肢をもつこと

から、 f変則の底部と巧ーえられる。いずれも、焼成の良いものである。

(中山吉秀)

31頁 周辺遺跡採集の土器 (第27図・図版24)

本ilj-跡の道路敷地外の畑地より-ri f二の縄文式土総片を保~した 。 ほ集した土器片は僅かな i誌で

あるが、以下若干の説明をおこなう 。土器ハーについての際記は、本itI跡における細別に順ずる 。

なお、部 11t下土r，誌の採集はなかった。
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第 27図 周辺遺跡、採集縄文土昔前2)

第 2群土器

第1類土器(1・2) 

黒浜式土器である。撚りの粗雑な縄文 (RL)をもち、 ( 1 )は粘土，li?の貼付け部分が明瞭に

観察できる。色調は赤褐、胎土中に植物繊維を含む。焼成は普通。

第 2類土器 (3- 7・10)

諸磯式土器を一括する。おそらく胴下半部と思われる縄文のみのもの(3・4)、平行沈線文

に爪形文を組合せたもの(5 )、平行沈線文のみのもの(6・10)、浮線文のもの (7 )があり

諸磯のa-b式とされるものである。

第 3類土器(8・9・11. 20) 

本類は、茨城県、千葉県に広〈分布圏をもっ浮島式土器、興津式を一括した。これらの中には

連続爪形文をもっ浮島II式のもの(9・20)があり、この中で (20)の底部にまで連続爪形文が

施文されている。この他、口縁部下に縦状の連続した刻みをもち、更に俸状工具の先端を押しつ

けた文様の見られる浮島III式のもの (11)、この他櫛歯状工具による条線の文様の (8 )がある。

- 41 一



これらの土器は、茶褐色ないし赤褐色で、胎土中には石英粒、砂粒を含んでいる。焼成は良好

なものがほとんどである。

第 3群土器(12-19:) 

第 2類土器

下小野式類似の土器で、結束一種と呼ばれるもので縄文原体RLとLRを使用し、羽状縄文を

つくり、更に LRの原体の一方に結び目をつけて回転させ、 S字状の文様をつくり出している。

第 l類土器

中期初頭であるが、関東地方以西で作られた土器と思われ、地文を縄文 (LR)とし、山形状

の沈線文をもっ器壁が薄〈、色調は淡褐色、胎土中には石英、小礁の混入が著しい。焼きの堅い

土器である。関西地方の縄文前期末から中期初頭の土器型式に該当する土器であろう。

第 3類土器 (12・15-19)

本類は、加曾手IJE式土器を一括した。口縁部破片は (2 )のみで、他はキャリーパー型の胴部

破片のもの (16-19)であり、いずれも加曾利 EII式である。この他、無文土器の口縁部破片

(15)が 1片ある。いずれも焼成の良い土器である。 (中山 吉秀)

つ臼a4
・



第1II節まとめ

1. 遺跡について

第 6遺跡、は、表土削平のため正確な実体は、は握しえなかったが遺跡の中心部は西方向に入っ

た所であろうと思われる。

2. 遺構について

近代炭焼遺構・…ー 1か所

前述したようにこの地点は、表土を削平されていて遺構の確認が不可能であった。削平された

炭焼遺構が形をとどめていた。明確な時期は不明であるが、第 5遺跡と同一時期と考えたい。

3 遺物について

縄文土器

縄文土器は、前期~後期までの時期のものが出土した。量は多くない。 (i頼戸久夫)

- 43 
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第 1節 地形と土層 (第31図・図版25・36・37)

本跡は、前 6 J立跡と比 rlt':jl";~: 5 m をi!!IJる小谷をはさみ南の方向に広がっている。小谷は、現在県

道誉旧 -111町'のパス路線として手IJJ日されている。 この小谷が南西に人り込み小支谷を形成してい

る。 これら南西の小支谷は、昭和の初めまで7ki況があったとのことである。 また、南東方向には、

弁天池とよは'tLる小池がある。本跡は、開高55m-60mの聞に存在する。 これらの小支谷にはさ

まれた北万ItJJに開く台地で、本跡は子;地の西jHlJに位置するといえよう 。

本閥、の lグリッドと25グリソドの問には、 3.2mの比高差をもち、谷へと落ち込んでいる。土

層は、 18列傾斜にしたがって第II層に新規テフラが存するが、 19例-25例ではみられなし、。テフ

ラ層の下部に晴褐色土層が観取きれ、 1II層はソフトロ ム、 W層はハードロ←ムとなる。

j古怖の分布をみると、際高59m-60mの平垣部から傾斜する付近に、プレのユニットが検出さ

れる。f:;'U::j59m-57mの徐々 に傾;f'1する部分に縄文の泣物、 i立怖が検山されている。

(瀬戸久夫)

第II節遺構と遺物

!項先土器時代の遺構 と遺物

本j立跡では、 Jt卜-保11与代の文化層を確認するために、南1MIJの19-25までの20グリッドを関東ロ

ム肘の当日:黒色惜の下部まで掘り下げた。その結呆、第二黒色帯から石器の集中地点が 2カ所

時認された。 係;t~ された文化層は、小谷に終ち込む台地の端に)5:い地点から発見きれている。 関

京ロ ーム肘も小谷へliJJって緩やかに傾斜している。文化)習は傾斜する第 2黒色帯と同一 レベルで

惟!Î，とされ、約10m の距離を附てて発凡された。 北1~IJの石探併と南1tl1J の石様とに分かれる。

なお、ここでは北側の石器群を 1群、南側の石器i!干を 2群とし区別して記述する。

l群 (第32・33図・ 図版34・38)

※ 
イq作は、グリソド19・20・21-A . Bの 6クリ ッドにわたって発見された。剥片 のみ13点が

12m X 6 mの範抑|にわたって散布していた。第32図がそれである。 部を第33図に示した。 1・

6 は打教師iのある )II~部ヵ、折れている 。 2 • 5は法部と先端部が折れている。 3は先端が折れてい

る。 2と3には縁に細部調柊が加えられている。

本鮮は 13.'.'.J~ ながらその石'Ilは黒曜石、チャ ー ト、安山岩と多椅にわた っ ている。 2 群の黒曜石

だけのものと対照的である。

2群 (第34・35図 ・図版35・38)

ノド併は、グリ、ソド 23・24・25-A . Bの 6クリ ッドにわたって発見された。石器 ・剥片は、約

8mの直径をilli<円の範同内に 9点出土している。第34図がそれである。第35図には一部を示し

ている。

本群では 21r~1の石器が確認された。 第35図 1 と 2 がそれである。 1 は大形剥片の縁に細部調整

- 45 
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第 33図先土時代遺物 (1群)(1/2)

7 

を加え直刀削器 (Simlestraight side scraper)としている。 2は鋭い縁を利用し、背部には

※ 
調必を加え形を終えナイフ形石器(Knife)としている。 3は細石刃 (Micro・blade)といわれるも

※ 
のである。両縁は不連続に細部調主主が加えられている。 5は石刃 (Blade)であるが、 3のよう

には細部調蛇は認められない。 4・6-8は石刃状刺片 (Blade-likeflake)である。 4には両

※ 
縁の一部に細部調整が加えられている。 9-11は横形剥片 (Transver sal flake)である。 12-

25は剥片※ (Flake)である。 26・27は接合した石器である。26は約80cmの距離をおいての接合で

ある(造物番号8・10)。石刃状争IJ片 (Blade-likef!ake)になる。 細部調整は認められない。

27は約1.1mの距離をおいての接介である(造物番号20・24)。接合する資料のAはBを剥離した

時に同時に剥離したもので、 Bを取った後に奈Ij離したものではなし、。 Bは一部に細部調整が加え

られており、石器として使用された可能性もある。しかし石伎としても認めることも可能であり、

その性絡は断定できない。

本群の石器、剥片ともすべて黒曜石が使われていた。さらに同一産地のものであろうと考えら

れる。すべてに共通のものが見られるからである。

以上、先土器時代の泣物についてその一部について説明をしてきた。ここでは 1群 ・2群をま

とめて全体としてのまとめをしてみたい。

l群と 2群は、そのj立物のイEり万が非常に対照的である。 1群は、最IJ片のみの13点と数が少な

く広〈散花しており、石1tも多陪にわたっている。対して 2群は、剥片に加えて石器(2点であ
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るが ) を苛めて93/， 1、と数も多く、狭し寸i~固に集中しており、石町は黒曜石のみが使われている。

しかしその反面、 u洋・2l作ともはほ、同一レベルに確認全くれ桁を具にする石器併なのである。

され、黒曜石に限って見ると同-系統の石質である。また 2つの群の距離が10m とあまり離れて
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いないのである。調俗区域も細長い範囲であり、調ィ~lfIih'lも少し少ないと巧えているわけである

し、結論としては決定しがたいが、ここで示した 1併と 2併とが同 ーの石器群としてとらえる可

能性も巧えておかねばならないであろう。

また、出土した造物の中には、争IJパーの)，1.;部、先端部、または応部と先端部が切断されているも

のが見られる。さらに切断I耐に細部調終を加えているものも見られる。何のためにそうし汁加工

(切断)するかは明らかではないが、他遺跡の出土造物、石器にも見られている。子本↑ド三i造2跡では出

土する数も少なく、充分な検討はでで、きないのてで納涼治引車私引IJ九l

記してお〈。

本遺跡から出土した黒 11111石は、非常に不純物を多く含んでいる。結果、原石から争IJ)~ を取り出

す時に、打:棋の力が充分に伝わらず、不嵐 ~IJ に'，ÎIIJ れてしまう傾向が見られる。剥片からより小さ

な剥!十を取り出す時も同様である。，f.:;立跡から出土した石器、制)~の中にも多くその例を見つけ

ることができる。表で※印で示した所がそれである。

今回は、出土したj品物の数も 105点と少ないので、すべての造物についてのデータを表に示し

た。

※ (注)

石刃も広義には刺片とされるが、ここでは長さ (L)と幅 (t) との比で以下のように分類す

る。

L/l孟2/1のものを石刃、もしくは石刃状争Ij片とし、両者の区別は稜線と両縁が平行のとき

は石刃、平行でないときは石刃状年IJ片とする。また石刃のなかで幅が1.2cm 以下のものを細石刃

とする。

2/1 丞 L/l孟 1/1 のものを剥)~とする。

l>L/1を横形剥片とする。

※表を見るために (第36図参照)

。造物番号は、出土した時点での番号である。図で示す番号とは一致しない。図で示した番号は

該当するiii物の備巧相lに記した。

。地域は、グリ ッドを示す。

。地点は遺物の位置を示すものである (第36図2)。 グリッドの南丙隅を 0として束への距離

をX、北への距離をYとし、 i古物のレベルは線高て、表わし Zで示す。

。第36図 1の要領てー計;Wjし、 Lは最大長、 μま最大l隔， dは最大厚を示す。表では故大長×最大

高IjX最大厚の順で示してある。

。細部調絡が行なわれているものにはO印を記して示した。
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。石(剥片)を剥離したときの打幣面を以下のように分類した。

原面打面 :打面の原直1が残存しているもの

剥離打而 :剥片からの剥離によって出来た平岡面が残存しているもの。

点状打面:点状にかすかに打[世iが残存するもの。

第 36図計測説明図

(高橋博文)

(2) 

官l'

-~~ <::""戸三〉

遺物
地域

地 占

最大長×最大幅×最大P/ 細川 打面の極類 t't 名 私: {蔚 考
重号 X Y Z 調態

石

1 19-B 
m mm mm mm mm 11m mm 

黒 曜 石
0.72 2.41 58.280 15.6X 25.9X 7.8 

2 20-B 0.08 4.04 58.480 34.5X 17.8X 5.7 欠tJl 五圭 岩折れたれ刃

3 20-B 2.96 3.97 58.223 47.4X 24.1 X 6.1 。欠 t員 " 折れた石刃

4 20-A 。ー754.65 58.135 15.9X 28.2X 6.3 欠 J員 黒 H記石 織形争IJ片

5 19-A 3.56 1.06 58.003 6.3X 9.6X 1.9 " 
6 20-A 1.25 3.17 58.055 8.7X 6.3X 0.6 " 
7 20-A 2.36 2.57 58.360 18.9X 14.9X 4.9 剥雛面 " 制片

8 20-B 3.77 2.43 58.210 38.0X 21.4X 7.1 。欠航 " 折れた石刃

9 21-B 0.99 4.17 58.382 17.9X 17.4X 7.2 " 
10 21-A 0.89 2.60 58.523 33.8X 16.2X 10.0 安 山 岩 最IJ 片

11 21-B 4.87 0.83 58.395 61.3x 42.9X 8.8 剥離面 チャー ト " 
11 21-A 1.99 1. 61 58.475 28.3X 28.1X 6.6 思 磁 石 " 
13 21-A 2 23 3.51 58.262 9.9X 3.0X 4.1 " 一
日l表 l群出土石器
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造物
J山 I点

I血 ，'， 
判11;'，1;

昨LJ X Y Z 
11{ )， J、 11U、制1'1"11よ)，¥:1'/

l制特
j 11{1Iの卜[，1:([ イl 'r'l (， 1'111 r; 

25-fl 
m 胴 州問 mRI 川剛

" '，I，¥IINイ1 予IJ 17 1. 27 3.45 58.510 21.2X 1l.7x 4.7 

2 24 -K 1.17 4.70 58.535 13.1X 16.4X 5.0 ~/dJ 離 I{II 11 

* ← 
3 24 H 3.16 0.11 58.560 44.0X 22.2x 12.2 。 11 11 イi>Jtk別離 4 

4 24 -H 1. 04 0.41 58.653 19.5X 14.8X 5.4 11 19 

5 24 Il 4.89 4.97 58.447 29.1X 21.9X 11.2 '̂ 11 年11

6 24 H 4.15 0.71，58.652 7.5X 6.2 X 1.1 11 " 

7 24 Il 2.66 1.45 58.600 5.4X 6.1X 1.0 11 26(B) 

8 24 H 12.2412.32158.716 31.8X 28.0x 5.5 。 11 26(B) 

9 8.8X 6.5X 2.5 11 261.¥1 

10 24-K 2.131309 58.627 10.5X 28.3x 4.6 11 26し¥1

11 24 H 274375I58m 5.7 X 5.7x 2.0 11 3 

12 1 24 -8 2.53 4.71158.620 24.8X 11.9x 3.0 。 11 判11 イ，.IJ 5 

13 24-B 2.59 4.95 ， 58.645 27.0X 13.0x 3.4 欠 ji[ 1/ イ! .IJ 12 

14 24-B 1. 93 4.50 58.580 21.0X 21.7X 2.5 Ili 4 11 '{dl 12 

15 24-B 1. 59 4.72 58.507 14.1X 14.5x 3.0 11 

16 23-B 1.33 4.98 58.508 9.3X 9.3X 1.3 11 6 

17 24-B 1.48 0.44 58.560 29.4X 14.6x 5.2 ，'， :IK 11 (，予1.11;刷1'， 6 

18 24-B 1.18 4.88 58.512 5.0X 4.2X 1.2 11 * 
19 24-B 1.39 4.57 58.527 15.6X 11.7X 1.1 11 27(¥) 

20 24-B 1.09 4.48 58.580 31.1X 13.3x 4.3 11 }II 2711¥) 

21 24-B 0.93 4.07 58.530 7.4X 8.0X 1.7 1/ 

22 24-B 1.43 3.54 58.517 16.1X 11.4x 2.7 午11 離 I{II 1/ ~{dl 23 

23 24-B 1.20 3.24 58.515 5.8X 10.3x 3.5 11 

24 24-B 1.12 3.37 58.483 33.2X 39.2x 13.7 。;/dl 剛i' Illi 11 イij主? 271BI 

26 24-B 0.86 3.30 58.560 9.0X 5.4X 1.4 11 

26 24-B 1.41 2.95 58.518 10.1 X 8.1X 2.2 1/ 

27 24-B 1.84 2.49 58.480 11.0X 6.5X 1.1 11 予111'，. ? !Iけしている

28 24-B 1. 31 2.52 58.575 17.2X 13.1x 5.4 11 * 
29 24-B 1.62 1.20 58.463 8.7X 12.9x 3.0 品11 縦 I{II 1/ * 
30 24-B 0.08 0.66 58.464 13.5X 18.8x 5.1 11 手11 9 

31 24-A 4.79 1.37 58.625 13.5X 12.7x 2.1 1/ 

32 24-A 4.40 1.52 58.661 12.1X 12.0x 2.6 11 * 

第2表 2群出土石器(1)
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Ja物 J也 ，'， 
111.大LX jl~大帆'， X ~.u，Jγ 

相!日1; Hlfliの杯前l 'c[ r， 私、 )j 
吊." I也Mi. IJ，'，jt:< X Y :ι 

33 24 A 
m 間 m mm 問問 mm 

争11縦 Ifli .1;1，';日記イI争IJ 片 13 4: 82 1. 88 58 .735 24 .4 x 20 .3 x 6 .5 

34 24 .. ¥ 4.88 2.38 58.463 9.8X 15.8x 3.3 " * 
35 24 ¥ 14.36 2.15 58 588 25.5X 13.0x 6.3 。欠 打i /1 イ1刃状刺片 7 

36 24 Il 0.09 2.51 58.465 6.4X 5.0X 1.8 " 石刃状剥片

37 24 ¥ 14.91 2.85 58.750 12.8x 8.6X 2.1 加l 離 1M " 加l

38 24 .¥ 4.91 2.85 58.712 15.9x 11.1 x 2.6 " 午IJ * 
39 24 .. ¥ 4.8913. 11 58.515 9.9x 10.8x 3.1 “ 

40 24 t¥ 4.61，3.18 58.445 2.5x 8.9x 2.1 " 

41 24 A 4.72 3.95 58.585 14.5x 18.6x 4.8 'J..: tll " 柑i形制)'， 8 

42 24 八 4.77 3.98 58.695 7.3x 7.5 x 3.1 " 
43 24 B 0.07 4.81 58.615 7.8x 13.4ズ 1.5 /.1 .11;. " 午IJ

44 24 A 4.27 3.94 58.470 10.5x 8.4〆 3.6 " * 
45 24-A 4.95 4.14 58.785 7.8x 8.9x 2.1 " * 
46 24 A 4.54 4.00 58.420 8.8x 7.9x 1.4 制服 1(1) " '~IJ 

47 24 A 4.57 4.82 58.545 8.9x 4.7 x 1.5 " 

48 23 A 4.80 0.50 58.460 9.8x 12.3X 2.2 " 
49 23 A 4.78 0.78 58.474 5.4x 10.OX 1.6 " 
50 23 A 3.52 0.52 58.415 10.9x 12.6x 3.8 " * 
51 23 A 3.34 0.34 58.425 13.6x 14.IX 12.5 。

" 手IJ
制111¥1¥，)1，1やF
あり

52 24-A 3.45 2.83 58.430 10.7x 11.0X 2.8 " 
53 24 A 3.61 2.96 58.388 13.7x 15.0X 2.5 Ili ~k " 
54 24 A 3.04: 2 .19 58.426 21.8x 22.3x 5.3 '~IJ 雌 1M " 争IJ 22 

55 24 A 4.21 0.26 58.420 11.5x 18.4x 8.3 sド 1Jl " IWI形剥1'， 10 

56 24-A 1. 97 1.11 58.410 18.7x 11.5x 7.7 " 
57 25 A 3.01 4.86 58.436 14.9x 13.0X 2.9 1百 1(11 " 争IJ 26 

58 25-A 3.89 4.98 58.405 10.3x 12.2x 3.5 " 

59 25 A 2.96 4.67 58.555 15.3x 18.8X 5.0 ，'， ~k " 争IJ 11 

60 24 B 1. 78 0.15 58.435 20.1 x 17.9 X 4.7 争IJ 離 1M " :/:lJ 14 

61 24-A 4.53 4.46 58.415 19.2X 18.6X 4.4 " '/;lJ 15 

62 24-A 4.67 2.01 58.440 15.5x 15.3x 12.2 " 
63 24-A 4.22 4.77 58.380 9.IX 10.3x 1.4 " * 
64 24-B 0.52 4.85 58.450 14.7x 13.7x 4.6 11， ~k " '~IJ 2 

安l3表 2群出上司rj器(2)
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造物 f也 占
制11部

番号
地域

X Y Z 
最大長×最大中IJ¥X最大rlー

調t~
干T面の稀類 1r 'i't ず: 科、 jrili y; 

65 24-B 
mm 附 mm mm mm 間

黒 u"平70.35 1.19 58.435 7.3x 4.7X 0..8 

66 24-B 0.02 1. 74 58.434 11.6X 8.2X 2.9 11 * 
67 24-B 0.58 1. 78 58.435 10.0X 6.9X 1.6 11 

68 24-B 0.55 2.82 58.438 11.3X 7.0X 3.6 11 * 
69 23-B 0.40 0.03 58.435 9.9X 5.6X l.l 11 

70 24-B 0.10 4.86 58.427 4.8X 5.1 X 1.4 11 

71 24-A O. .3 × × 11 欠 番

72 24-A 4.08 3.72 58.355 5.3x 3.2X 1.0 11 

73 24-A 4 23 1. 41 58.467 5.2X 3.1 X 0.9 11 

74 24-A 3.74 0.79 58.312 13.0X 9.6X 3.5 11 * 
75 24-A 2.38 0.96 58.312 8.0X 1l.6x 2.3 11 * 
76 24← A 3.47 9.80 58.415 4.9X 6.9X 1.0 占 状 11 最IJ 片 * 
77 24-B 4.14 0.90 58.437 8.0X 16.1x 2.6 占 状 11 争IJ 片 25 

78 24-B 0.72 1.77 58.451 6.0X 7.3x 1.2 。欠 t員 11 争Ij 片

79 24-A 0.97 0.77 58.419 20.7X 18.6x 4.2 占 1主 11 最t 片 18 

80 24-B 4.52 2.02 58.467 27.8X 12.5x 7.3 。占 状 11 ナイ7~妬器 2 

81 24← B 1.84 2.64 58.440 6.9 X 13.1 X 2.2 。欠 損 11 石刃(')
*折れて
いる

82 24一一 B 。目933.36 58.444 9.7X 3.8X 1.5 11 

83 24-B 。目663.51 58.452 9.0X 9.1 X I.6 11 

84 24-A 0.00 2.71 58.404 12.8X 14.8x 7.3 11 * 
85 24-B 1. 25 3.24 58.405 5.0X 4.4X 0.8 11 

86 24-B 0.00 4.13 58.460 10.8X 12.0X 3.8 11 * 
87 24-B 1. 79 4.63 58.782 46.7X 31.1X 11.8 11 直刀削器 l 

88 24-B 0.08 4.62 58.550 6.3X 18.5x 4.5 。欠 tJ1 1/ * 
89 24-B 1.06 0.03 58.424 6.3X 4.7X 1.5 1/ 

90 24-B 0.83 4.47 58.475 22.5X 10.6x 5.5 1/ 午11 16 

91 24-B 3.17 0.43 58.365 12.8X 5.0X 1.0 相l離 首l 1/ 

92 24-B 0.06 4.04 58.393 7.3X 6.0X 1.2 11 

93 24-B 1.22 3.12 58目432 13.7X 1.9X 2.2 t'i ;j)¥ 
" 争Ij ト「 24 

第 4表 2群出土石器(3)
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2項方形状柱列

( 1) 0 0 1 (第37図)

グリソド 10-B . Cに位置する。柱穴様の活込みが 7ヶ所のみ確認された。住居跡の柱穴のよ

うに並ぶが、その他の施設は認められず、また出土土誌もなく、その性格、時期など詳細はわか

らない。

~。
】 o

d =12| 
問的。

G 

B.@ 

o
q
 

。。B 4 

B 8' 

立戸ム ~) ーへ九回
57.50 

C C' 

一三F一二六に一一一ー~~58~
一一一一一一一一一57.50

2m 

( 1/601 

第 37図 001遺構実担IJ図 (1 /60) 

3項土墳

(1) 002 (第38図)

グリッド 3-Dに位置する。平面形は長径1.60m、短径1.30mの楕円を呈する。断面形は鍋底

状を示す。遺物の出土は土器小片が2片のみであり、時期決定はできない。性格もまたはっきり

わからない。

(2) 003 (第38図)

グリッド 3-Dに位置し、 002と北側で接している。長径1.65m、短径1.20mの楕円形を呈し、
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002 

-.A' A'-

三三ミ三三F
1¥'56.00 

55.5 

55.0 

002遺構実iWJ凶(1/60) 

003 ー手=一

A'- i 

。
6

一

-
5
 

A
 

55.50 

003遺構実il!lJ図(1/60) 

A' 1層…黒色土
円二主主主斗~叩II J百一黒色土+初

色土(ソフ
トローム)

III層…褐色土 (ソ
フトローム)

5UO 

004遺構実iWJ図(1/60) 

o 1 m 

1 : 60 

第38図 002・003・004遺構実測図(1/60)

断而は鍋!氏状を示す。造物の出土は無く、時

期 ・性格など詳細はわからない。

(3) 004 (第38図)

グリ ッド4-Dに位置する。平由形は長径

l.35m、免j径1.00mの楕円形を呈し、I*JrI而は

鍋底jえを示す。j立物の出土は無く，時Wl、'1'1

絡め詳細はわからない。

(4) 005 (第39図・図眠26・27) 

グリソド 4-B に位置する。平面形は径l.

60mの円形を呈し、断i市はやや円錐形を示す、

遺物の出土は土器 2}十のみであり、時期・性

格の詳細はわからない。

(5) 006 (第39図・図版28)

グリソド 16-Bに位置し、いままでの泣梢

群より南に lつだけ存する。平面形は不桜形

であるが、東から南に広がる緩やかな孫込み

を持ち、深さが約50cmの土撲である。造物の

出土は無く、時期決定はできなし、。また施設

もなく'性格はわからない。

(6) 007 (第40図・図版29・30)

グリッド 3-Bに位置する。平面形は長径

3.20m・短径1.00mの南北に長い隅丸長方形

を呈する。断面は、短い方は漏斗形を示し、

長い方は円問形を示す。床面南側に径10cmの

火が 2カ所認められる。遺物の出土はなく時

期はわからない。

(7) 008 (第40図・図版27)

グリッド10-Bに位置する。平面形は長径

4.20m・短径2.50mの隅丸長方形を呈し、断

面は円筒状を示す。床面には 2カ所、小さな

は石皇族1点と土器小片が 2片である。時期はわからなし、。

浅いピソ卜状落込みが認められた。出土遺物
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005 B 
/ 

一一只弓シ~ーて56.Jl0
。

006 

55.50 

I屑...日色土
II屑...日褐色七

III屑ーソフトローム
W屑・ハードローム

ι I 層ロム粒I昆茶
A 一て7亡ご一一了一一←フ主二どJ 褐色土

"'(':)!'己〉τ一一フずフ，-: II M ・ 褐色?1~ロ ム
一一一ーム 子---ー/ラ/ 5~00 ::l二

主--=..J'!L二三三三三 一一一 一二 IlIIl'1 硬貨茶褐色土
N!l'i. ソフ トローム

57""，叩 vIi'i..ローム*，'，泌黒
偶色二仁

8' VI }I'I 褐色土塊1比ロ
ーム

四柄... ロムtlt&i1~明
B 

o 1 m 
57.50 I l 

( 1/60) 

o 1 m 

( 1/60) 

第 39図 005・o0 6 j立的実i!!iJ図 (1 /60) 

t:u..今凶の調子五で確認されたj立tNfについて述べてきたのであるが、 H寺代のわかるものは皆無で、

あり、詳細のわからぬj立陥が多かった。 001は住!丙閥、のれプ〈とも考えられるが、他の地誌もなく

はっきりと住民跡とは決定 L~jh、ものである 。 002 -006の土域状の決込みの詳細も不明である。

今回の調子tは )1事沢遺跡の西1~IJ の一部を調査しただけであり、今後広範囲に調査をおこなえば、、

れらの土壊状f存込みの性格もはっきりとわかるであろう。

007および008は、 一般に r;(!i穴といわれるものに形態が類似しており、陥穴としてよいとJ7え

る。しかしこれらが遺跡での一地域の調査での検出であり、その'引、鈴をはっきりつかめないこと

も事実であり、決定は今後にゆだねることにしたし、。
(高崎博文)

4 r頁焼土集中遺構

(1) 009遺構(第41図)

9 -Dグリ y ドII層下部で確認され、焼土粒の集中を確認した。焼土粒の量はさほど多くはな

かった。精査した結果長径67cm・短径52cm・探さ12cmを;WJり、主軸方向は西方向である。埋土は

3層にわかれる。焼土は上部層のみに集中し、その上部層も粒子の大きい部分と小さな部分とに

二分さ れる。上部層から土器が1片出土したが流れ込みと思われる。皿状の落込みであるが壁面

は熱変化をうけた状態ではなく床面もやわらかい状態であった。
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一一~什一一一 トローム

- III層…ソフトローム
5L，10 N層…ローム塊混明

B B' 褐色土

:亘主三:汁i十一黒賄時色鮪有
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。
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一 明~一一一一一ーー_56_50

56.00 

三:::
I層…暗褐色土
II層・・・黒色土

56.00 

III層-・ソフトローム

;1 

W層・・ローム塊iJI明褐色土
V層…ソフトローム混黒色土
VI層・・・黒色有機質土

5L，1υo 1~ υi j刈6ω0) ! 第 40図 007・008遺構実測図

(2) 010遺構(第41図)

:1 

009遺構の南東側にあり距離は 2mほど離れている。 確認も同一層であった。焼土粒の集中は

あまりなかったが精査した結果、長椅円形の掘込みとなった。長径l.lm. ，);~I径52cm ・ 深さ 24cm

をi!¥lJるがほぼ中央部にピットを有する。ピッ トは長径25cm・短径23cm・深さ29cmをi!¥lJる。主軸方

向はN-55"--Wである。埋土は 5層にわかれる。第 I層は焼土粒のみであるが、第II層 .III層に

は炭化物も若干ì1~じる。中央部のピットは II 層の時期で刷り込まれたと考えられるが性格は不明

である。 1:;1'面はなだらかで皿:Ikを呈する。1:，'1.'面 ・床而にも二次的変化は認められなかった。出土

遺物も皆無で‘あった。

( 3 ) 0 I 1遺構(第41図)

9-Dグリ ッドで確認され、 009・011の近くに認められたものである。少量の焼土粒の集中を

観察したので精査をおこなった。プランは不整形の惰円形を呈している。長径l.02m・問径70cm

-深さ20cmをi!¥lJる。主軸方向はほほ北方向である。北側がわずかに揃り込まれており浅い皿状を
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011遺構実測図 (1 /30) 

第 41図 009・010・011遺構実測図

回

A・ A' 

∞。。
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回
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( 1/30) 

A ~ 

、/
l 一一一一5む30

1 

58.00 

010遺構実ialJ図(1/30) 

58_JJ0 

呈する。畦面はかなりの角度をもっており 皿状

を呈する。埋土は 3層にわかれる。これらの各

層は焼土粒はあまり多量で、はない。壁面 ・床面

ともに火による二次変化は認められず軟弱であ

る。焼土粒の集中のみで炉という概念ではとら

えられるべきものではないかもしれない。

(4) 012遺構(第42図)

21-Aグリッドで確認されたものであり、円

形状に焼土粒の集中を認めた。精査したところ

はぼ円形の掘込みとなった。長径75cm・短径60

cm・深さ12cmをil!lJる。埋土は 3層にわかれる。

第 I層~第1II層までの各層に焼土粒を多〈含ん

でいた。しかし第 I層の上部が特に多量であっ

た。主軸はN-7.5"-E方向で、西壁と東壁に

掘込みを有するが深いものではない。壁面はゆ

るやかに落込み、壁面 ・床面とも熱による二次

的変化は認められなかった。
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(5) 013(第43図・図版31) 

ll-Z .Aグリッドにかけてテフラ層 (II-2)上刷で多量の焼 lーの集1/'を確認した。確認I(ri

では 2カ所の惰円形の集中であったが、村1tが進行するにしたがって単一ーのu'!f，Yiーとなった。不41F

桔円形を呈している。 長軸はほほ束西万向で1.3mを;![I]1)、 南万I"Jはl.lmを;!!I]る。埋土は 5厄;

にわかれ、第 I層焼土粒集中層(軟11) ・第II層焼土粒+焼土ブロック・第凹層焼土粒jLt褐色土

・ 第 W層焼土ブロソク ・ 第 V 層焼土ポf:il~寅褐色て。ある。遺構中に小ピソ卜を有しそれらのピソ卜

中には、垂直なもの、本|方II'Jなどのものが見られ、焼土中立 ・焼土ブロソクが集巾する。部分的に

はピソト底が熱変化をうけて硬化している部分もみうけられた。床Illiは平:lLl部と門凸を呈すると

ころが見られる。この焼土中から数)'，の土器)'，がHl土した。土器ハーは全て前期後半に属するもの

であり、この焼土が確認された而には、同ーイ|川本に接合できる土器が欣i!していた。これらから

考えて後期後半の炉跡かそれに類するものと忠われる。 ( iMl戸 久 夫 )

5項 包含層出土の石鉱(第44図・図版39)

今回の調交で出ゴーした石j1i主は、表1(ljJ求。集て、得られたものを含めて23.'.'，':であった。石ftは黒RlJl才[

が中心で他にチャー卜のものも見られる。'ノヒ形1111は4点と少なく、他は脚部または先端部などが

欠損したものである。 8は脚音11のみであった。いずれもが一二等辺三角形を恭本形とし、 22を|徐き

腹扶を有している。また今回の調作ではjlif，Y;から HU:したものは 007遺構の21のみである。他は

すべて包含量からのものである。

今回の調子tでは住居跡などのj立mは確認できなかった。出土したi立物はそのほとんどが包合川

からの出土であった。石鍬もその列外ではなかった。しかし注目すべきことが有ったので次に辿

べることにする。

今固め調布区域のはほ、中聞のグリッドll-A.Z、および12-A . Zの4グリソドの10mX 10 

、~

A.- WJ 
二ミーZJi27三

I層・ー焼土粒出褐色土
II層・・・貰褐色土
III 層 ...焼土粒ib~B音褐色土

59.00 

第 42図012遺構支出図(1 /30) 

mの狭い範囲から石鍬が10点 (2-11)出土しているこ

とであり、さらにそれらの材料である黒曜石やチャー卜

の剥)tが約 250点も出土しているのである。さらに南1tll]

の 2グリソド 13-A . Zまで範囲を広げると約 360点に

ものぼる。この組問からは住居跡は認められず、 ll-A

.Zにわた って焼土が広範同にわたって認められている。

また出土する土器は、縄文時代中期前半の五領ケ TL?式や

ドuJ王子;式土器がほとんどを，'iめているが、 H寺代は決定で

きない。その'It格もはっきりとはわからない。石器製作

跡なのであろうか。

なお、平，鍬の I~土地点、石'l'lなどは表のとおりである。

(高柿博文)
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1'J!1-.:i1 n~ Lt也/.i 11i大l<• )1<:)，111 X )Ii大lソ イi '1'( {桁 )j-
番"

1 C - 4 19.2 x(16.6)x 3.5 mm .1， 王山宝 )'，脚欠打i

2 Z - 11 15.4 x 15.1 x3.7 f時!lNイ1 )'，脚(M百11)欠Hl

3 Z - 11 ( 27 . 5) x 17.7 x 5.0 11 尖端欠fJl

4 A - 11 (16.8)X 10.7 x 4.0 11 、l'ー欠

5 χ 12 (20.8) x(13.2)x(5.2 ) 11 )，1;;;11欠打i

6 Z - 12 (20.2)x 13.7 x3.2 11 'J::~出欠jJi、 ilìllfrj主中

7 Z - 12 (15.1)x 17.5 x 4.0 1/ )'，脚尖端欠航

8 A - 12 (10.9) x (6.4 ) x ~ 0 11 片脚のみ

9 八 12 (13.0)x 13.9 x 3.0 11 尖端欠如

10 A - 12 17.6 X(12.0)x 4.1 片脚欠損11 

11 A - 12 17.9 x(12.0)x 4.7 11 八一脚欠航

12 B - 12 (10.5)x(11.4)X(25 ) 11 脚、尖端欠Hl

13 C - 12 (16.5) x 19.1 x 4.0 11 'J::端欠航

14 Z - 13 15.7 x(14.3 x 4.1 11 片脚(一部)欠煩

15 Z - 13 (18.8)x(16.7)x 2.9 1/ 応部欠打i

16 B - 13 25.8 X(l4.4)X 5.7 砂 正山三 完形

17 B - 14 (l5.8)X(l6.l)x 3.7 !MD温石 g.脚、尖端欠損

18 C - 14 (l9.0)X 17.5 x 3.9 11 尖端欠1fl

19 A - 16 33. 2 x 23.0 x 6. 2 " jI:. 形

20 C - 20 28.6 x 19.8 x 6.4 !i');、 署山ヨ 完形

21 0 07  13.2 x 12.4 x 2.6 チャト うに 形

22 ;~lÍÚ1正* (23.0)X 18.6 x 4.2 .'.1.¥ Ð/~ 石 尖端欠Hl

23 表1(11採集 (l9.4)X(l4.1)X 4.3 チャー卜 片脚、ほか一部欠鍋

第 5表石鍬 * * ( )は現存部の;十iJIII値
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遺構完掘状態図

三遊立五斗テフラ
遺構確認状態図

。

ロ焼土粒集中地
図焼土ブロック集中地

51...50 

5UO 

I層一焼土集中 (軟質)
II層…焼土粒+焼土ブロ ック
1II層・・・焼土+褐色土
W層…焼土ブロ ック
V層…焼土+黄褐色土

B B' 

54.50 

第 43図 013遺構実測図

6項 包含層出土の土器(図版32・33)

今回の調査によって出土した土器は、それほど多くはなく、務理計i(54cm x 33cm X 15cm)に約

10訂!であった。土器はほとんどが縄文式土器であり、他H寺代の土器は極めて少なし、。また土器の

遺構からの出土は皆無といってよく、そのほとんどは包含層からの出土であった。以下に順を追

って述べることにするが、大別して 4群に分類しポすことにする。

第1群縄文時代前JtJJ前半 繊維土器を主とする。

第 2群縄文時代後期後半 2類に分類 a類諸機式土器を主とする。

b煩浮島式土器を主とする。
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2類に分類縄文時代中期前半第 3群

五領ヶ台式土器を王とする。a 委員

阿玉台式土器を主とする。

加曽利E式土器を主とする。

b 委員

縄文時代中期後半第 4群

，、， い
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石ま族図44 
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第
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18 17 

』 再2j23 

16 

A~ 
くこ〉

22 

第|群土器 (第45・46図・図版39・44)

本群は縄文時代前期前半のいわゆる繊維土器を一括した。

第45図の土器は、小形の深鉢形を呈する土器であり、器面にはアナダラ属の貝の腹縁を押圧し

1 -2はし、ずれも頭部附近の土器で、地文にはループ文、斜行縄文を施て文様を施文している。

さらにその上に半裁竹管による平行沈線で幾可学的文様を描いている。平行沈線の聞に竹のし、

3 -6は羽状先を利用して連続刺突して爪形文を施し、交点には粘土を溜状に貼り付けている。

4・6は結束による羽3はループを持つ撚りの違う縄文を施文している。縄文の土器群である。

7 -8は、無文の土器面に半裁竹5は撚りの違う縄文を施文して羽状縄文としている。状縄文。

9 -14は斜行縄7は文様帯以下に箆先を刺突している。管を用いて幾可学的文様を描いている。

9は多条縄文の斜行縄文である。 10は無節の縄文を 押 目している。 11は口縁部

に竹管の先を刺突し、円形の凹みを加えている。

ヴ

t
F
h
u
 

文の土器である。



工工ヰ

以上の1:総併は、繊維土持であるが、 1. 2 

は|羽山式 1:総に、 7 . 8は，'.n浜式土日誌にkI:;する

と巧ーえられるが、その他はどちらとも決定しが

たい。

第 2群土器

本jr下は縄文H寺代前J~H麦、ドに f\J~~'(する十ー出m凡で

ある。文掠m成などにより aWとbWに|メ:分さ

hる。

第 45図縄文土 瓶1)
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10cm 

第 46図縄文土器 (2) (T73i 

a頬(第47・48図 ・図版40・44)

本知は、諸機式土器を主としている。

者~47図 1 ・ 2 は破}~のみの :U 仁であるが、波状口繰を有する深鉢形を主する土慌である。地文

は無く無文であり、器rm全体によ|土被竹)~:慌工只で予行沈線で文機をJ日 L、ている。 3は平縁を有し、

頭部でくびれ、 ij~J部はやや似る深鉢形を呈すると巧-えられる。地文は無〈、無文の器凶1に箆様工
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事J
2 

20，棚

(1/6) 

第 47図縄文土 器 (3)

具で条線を')1" 、ている 。 その上から、ド裁竹 1-~:様工具で平行沈線を口融部から頭部にかけて 3 カ所

地しており、傾向1¥のものには箆先を刺突しj1fJみを加えている。 4は平株の小形の鉢形を呈する。

口午宇部には箆先できざみを加え、時!而には箆様工具で沈線の文様を-tw"、ている。

第48図 1-6は地文に縄文を施文し、その上を半裁竹管様工具で文様を描L、ている。 1・2は

述孤文を描いている。L、づれも口縁部で波状口縁の谷部付近である。 3・4は口株に沿って平行

沈線が拍かれており、竹管または箆様工E.の先で刺突が加えられている。 5・6は半裁竹管で平

行沈線を描いている。 7-11は無文の地に箆係または半裁竹信:を用いて文様を描いている。 7・

8は半裁竹1¥:の先立Jiiを}III圧しながら')1"、て文様を描いている。 9・10は口特部に細L、俸を押圧し

て門凸を加えている 。 11は半裁竹1~:様工具を用いての平行沈線を施文している 。 地文にはかすか

ではあるが、純i立;が地文してある。12は地文に縄文を施し、さらに上を粘土でわずかに隆起きせ

幾日J'下的文械を-tNi"、ている。この粘土紐には箆先で五IJみが泊され、聞には箆先を車Ij突し凹みを付

けている。補修孔が見られる。13・14は頚部附近の土器である。地文に縄文を地文し、櫛街様工

具で条線を地している。15-17は無文の器l歯に箆様工具てー文様を描いている。17は底部付近の土

器である。18-20は、地文を地文を地文し、その上に細い粘土紐を貼り付けて文様を描き、さら

に粘土紐には箆慌工れで五IJみを地している。21-23は器而を縄文のみを施文している土器である。

24-26は器1M全体にソ ーメン状の細い粘土紐を貼り付け、さらにその上を箆様工具で刻みを施し

ている。25・26は、地文として器而全体に条線が横走している。この 3)十の土器)"1は、諸磯式に

続〈十三堤1??とした万がよいかも知れない。
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b矧(第49・50、図版41・44・45)

本類は、浮島式土器を主とする。

第49図 1-3は口縁部が、F縁で外に向って大きく聞く。器面には貝殺の腹繰を利用しての波形

文を地文している。 2は、波形文の上にさらに、ド裁竹竹:様工具で条線を泊している。 4 ・5は口

縁部に指先を押圧してわずかに凹みを施している。 5は器而の内側の口縁部にも凹みが泊してい

る。 6は無文の土器であるが 口縁を一部凹めていたり 口唇部には半裁竹管様工具を押圧して

五IJみを地している。

2 

で~:寸
20cm ャーペ

(1/6) 

第 49図縄文土器 (5)

第50図 1-6は貝殺の腹繰を利用して波形文を地文している。 2はその上から条線文を施して

いる。 3 ・4は口縁部に半裁竹管様工具で条線を泊している。 7はアナダラ属の貝殺の腹縁を連

続抑圧して文僚としている。 8-14は口縁部が一段厚くなっている土器である。口縁部真下には

体様の工具の先を刺突してll/1みを地し、箆または、ド裁竹百:様工具で倹走する沈線を施している。

9 -12は口融部には箆隙工具で条線が施されている。 13・14は無文である。15・16の土器の器面

に箆様工具の先でソj、さな凹みを施している。また口特には体様の工具の先を車IJ突して凹みを泊し

ている。 17・19-21は半裁竹廿の先端を刺突して文様を泊している。 19は粘土を溜状に貼り付け

ている。 18は器耐に貝殺の腹紘を利用して波形文を地し、さらに上から箆機工具で車IJ突して文様

を泊している。 22-25は，器1mに箆機工具の先を刺突し、 三角文を連続して施文している。 23は

胴部であり、 三角文の他に、ド裁竹管係工具で平行沈線を施文している。 24・25は、口縁部の土器

で、口縁部には縦万向に条線ヵ、施されている。

司
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第 3群土器

本l洋は、縄文H与代中JlJJ前、ドに位置する。文様等により a類 .b類の 2つに区分される o

a矧 (抗51・52、図版42・45)

イ.，;sl'iは、いわゆる ILrl点ヶれ式といわれる土器併に合まれる土探を主として一括してある。

第51[勾 1 は、結tnî を持つ I~(体を同転れ[1圧して文係を地文している 。 2 は頭部でく字形にくびれ、

11紘は外に lirJって大きく [}fJく。 11枕rmは車111かい縄文が地文されている。 口減部から頚部にかけて

もllゴを貼 1)付け、 fル[Jd巴千を}JIIえておリ、土器には 6カli)i付けたと忠われる。頭部には細い悼の

先を ~ilJ突して川みを地している 。 以ド)j阿部には結節文が、料行縄文と 1'1'に地文されている 。 3 は

おiI土の帯をH占り付け文様を.tJ'iiき、上には箆先で主IJみを地したり、 三 う〈文を地文している。胴部に

は結束縄文が縦 )jrirJ(二地されている。(，N:形は胴がやや保っている深鉢形を呈する。 4は結節文を

|一抹1(11全体に地文している。

20cm 

(1/6) 

4 

第 51図縄文土 器 (7)

第52図 1-17は昔話I(n全体を縄文のみによ って丈様を泊している 1.器である。 1・2は粘土を折

り返し、口株を厚くしている。いずれも利行縄文のみを地文している。 4は、附加条縄文の結束

と結節による縄文を地文している。 5-6は単節の縄文を抑圧している。 13は口特部に縄文原体

を押圧して凹みを施している。18-21は、沈線もしくは枯土帯によって文様を描き、さらに箆様

工具ーで五IJみを地したり、京IJ突して三叉丈慌に文様を描いている。 22は胴部の破片で結節文を縦方

向に地文している。

-73-



第 52図縄 文 土 器 (8)

b 知(第53図、図)~)~42)

小;矧はド"I二五子;式土器を主としている。

10cm 

(1/3) 

節目図 1-9はいづれもは株部である。 U械部はいつれも内問している。 口縁部は分厚く作ら

れている。口倣部は附起*JA文によ って区JlI日きれ、X'j':;1止の1;年起線の突起が付けられている。また

4のように区JlIりの接点に附起線による渦巻文も見られる。区JlIII内は、体保工具で角tljl文が施さ れ

てお り、区JlflIの直下にも同じ文様が地されている。10・11は陀起線文による区JlI日は無く 、十本様工

具による角-tlll文によって文様が地されている。12は附起*Ji(文によ って文様が区JlIJIされておリ、角

tllJ文も見られる。附起がjiには体のIfnを-tl[l圧して門みを作っている。 13は胴部のliJUiである。粘土

紐を貼リ付け|年起線文を作っている。一方には体様工具の先を抑圧して角判l文 を地している。

- 74 



A -251 0 

( 1/3) 

第 53図縄文土器 (9)

第 4群土器(第54図 ・図版43)

本鮮は、縄文時代lド J~]後、|土に位置する )JII'片手IlE 式土器を一括している 。 1 は陀起線によ っ て ì~.\

巻文を地している。 2-5はいづれも IJ同部の破)'，'である。 3を|徐きいづれも摩消文を作リ太い懸

垂文が泊されている。 6-8は口縁部に無文帯を有するものである。 6は!筆消文が縦に走ってい

る。 9-14は、櫛-(:liif菜工具による条痕文の土器である。 9は地文に縄文を地し、上に条線を施文

している。11は口械部付近の土器で隆起がilが付いている。12は地文に縄文を地し、上から作係工

具で刺突文が地文されている。 また!軒両文も地文されている。13・14は断lujが三角形の降起線が

付けられている。15-17は同一土器と巧えられる。口縁に沿って24:の太い沈線が償走する。口

減は波状主呈すると巧えられ15がその付近のものである。他は文様らしいものは無〈、器而にわ

ずかに縄文カ、地されているのみである。18-20は器I射を縄文のみで地文しているものである。19

は無節の縄文を羽状縄文に地文している。20は沈線らしい溝が見られる。21はミニチュア土器で

ある。無文である。
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(10) 縄文土器第 54図



今回の調作てー出土した土器は、すべて土器破片のみで、完形または半分以上を復元することが

可能な土器は発見されなかった。 また文様を中心に別式分類をしたが大別して 6類に分類できた。

これらの引式分知した土器は、あるf'，~I吏のまとまりはあるものの、!よい地域にわたって分布して

いる。中心を，'iめる土器は 2併土器と 3併一|ょ器(Ji領ケ台式土器)である。他は少なし、。 2:/洋の

ご|器での a知と b煩は、はほ別時期に地域を具にして存イlーするこ十一器で、 j立怖を伴なわないが、同

一J立跡から出ゴしてきておリ、その比はjliいものである。 またJi領ヶず;式土器も北西関東地方に

分布の中心をJ斗つものであリ、北総の利似川流域にその分布の中心を持つはば同一H寺期の下小野

式土持が少ないのは1nJI~\( であろうか。

これらの出土した土i誌の地域的な広カ、りは !別式でやや54なる傾向も見られたが、明確に分け

ることはできなかった。 また出二1--肘位による差異も明確に把何できなかった。

(高柿博文)
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第凹節まとめ

1 .遺跡について

藤沢遺跡は、東方向に湧水点の弁天池があり、そこを中心とした周辺の畑地には、藤沢遺跡出

土土器と同様の破片が採取できる。つまり藤沢遺跡も遺跡の端部ではなかったかと思われる。ま

た遺跡の南側では、前期の遺物は出土せず中期の縄文土器片が主流て、あった。これらの事実は時

代による遺跡の立地なのであろうか。

2.遺構について

方形状柱列

土墳…… 7カ所

焼土集中遺構…… 5カ所

以上各種の遺構が検出されたが、方形状柱列は住居跡とも考えられるが、他の施設 ・床面等は

検出できなかった。しかしこの方形状柱列の検出された周辺の遺物は、縄文前期前半~前期後半

を主体とする遺物が多い。またこれらの時期の住居跡は明確な事列は少ない。積極的推考はでき

ないが一応この時期の住居跡としたい。

土墳は、 7カ所検出きれたが、出土遺物もなく形体も画一性を欠いている。 しかし 007，008 

遺構は上部が広く下部にしたがって狭くなるもので、近年各所で検出される遺構と類似するもの

で、現在の所陥穴とされている。一応この藤沢遺跡の場合を同種のものと考えた。これらの遺構

はある一定の方向をもって備えられるときくが、この遺跡では 2カ所しか検出きれなかったが、

調査範囲外でどのような広がりをするものか輿味深いものである。

焼土集中遺構は、 5カ所検出されたが多くはテフラ層上面と下面であった。明確に炉跡であろ

うと考えられるのは、 013遺構のみであった。ほかの集中遺構は、上部のみ集中しているものや、

中部まで集中しているものなどまちまちであり、壁面も 2次的焼成のあとは確認できなかった。

3.遺物について

先土器時代

石鍬

縄文土器

先土器時代の遺物は、 2群にわたって検出された。 I群は13個体、 2群は931同体であった。

石鉱は、表面採集で得られたものを含めて23点であった。石質は黒曜石が中心で、ほかにチャ

ートのものもあった。これらは二等辺三角形を基本としている。これらの石鉱のうち， l1-A . 

Z，12-A.Zの4グリッドから10点出土した。またこれらのグリッドからは、土器片はもちろ

んのこと、黒曜石やチャー卜の破片が約 250点出土し、 13-A . Zまで含めると約 360点にもの

ぼる。これらの石片の出土するレベルと同一 レベル上では、縄文中期前半の土器片が出土する。
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このように狭い範囲で集中するのは、何らかの人為的要因によるものであろうと考えられる。調

査区域外のため範囲を拡張できなかったため十分な資料が得られなかったが、石鉱等の工房跡・

加工跡と考えてよいものであろうか。

縄文土器は、縄文前期前半から中期後半までの時期差をもって出土した。し合しこの遺跡では、

時期によって若干の出土状況が違うように思われた。まず前期の土器は 1-10グリッド付近まで

集中し、中期前半の土器は11-20グリッド付近、中期後半の土器は20-25グリッド付近に集中す

るのがみられた。つまり前期のものは、北方向の大きな谷の付近に、中期前半は台地の中央部付

近に、中期後半は台地の奥の付近に集中する。これらの出土様相は何を示すか狭い調査区域で明

確ではないが、時代差の違いがあるのではなかろうか。

(瀬戸久夫)
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第 1節地形と土層(第58・59図・図版47)

本跡は、 東方向に都川の i原である支谷をかかえ 剖交対象地との比高は13mを羽1]る。遺跡は

南方向へのび‘る台地の先端部に位置する。西方向の第 2地点とは低地をはさんで地続きである。

この遺跡は標高55mをiW]る。

土層は、第 1層耕作土 ・当日E層暗制色土層 ・第皿層ソフトローム ・第N層ハードロームとなっ

ている。地 1地点は、第九 I層 ・第E層を削平した部分もあり場所によっては、第皿層から形成さ

れている所も見られる。第 1地点では、 4JIJから 2JIJにかけて第 I層が徐々に厚〈推積している。

また第 2地点では、 7. 6列の中央低地にむかつて厚く推精している。

南北方向では地形からゆくと、徐々に北方向に傾斜する。 2亨IJではほぼ水平を呈している。 F

はブルによって削平されていた。 4夢IJはE-Iまでブルによって削平されていた。 A-Dまでは

約 1mの差があり北方向に傾斜している。 6JIJでは54.5mで、 D付近が低地になっており南側に

若干傾斜している。 8JIJでは南北ともはほ、平叩であり標高約55.8mをiWJる。

遺構の分布状況は第 1地点に集中している。住肘跡 ・土墳とも谷に傾斜する付近に集中してい

ることが観取され る 。 ( 瀬 戸 久夫)

第 2節遺構と遺物

|項先土器時代の遺構(第65図)

本跡では、 F2・3，G 2・3，H 2・3クリッドでチャートの小恭IJ片が確認されたので精査

した結果、各グリッドで手IJ片が出土した。またこれらのグリッドで炭化物の細片が出土した。

応、その範囲を図にとどめた。土層は黒色布:と思われる層位中で検出した。

出土遺物は、小片のチップで実iHI]は不可能に近かかったので図示しなかった。

ローム中から出土した炭化物を集収してC14の測定をおこなった所、次のようなデータが得ら

れた。

C14i則定は、社団法人、日本アイソトーフ。協会に依頼した。

測定結果報告書

C-14試料 2個の測定結果がでましたのでご報告します。

N-29当方のコード 依頼者のコード C-14年代

N -2953 027 木灰 7900土180Y.B.P.(7670土175Y.B.P.)

N -2954 027 " ローム 化学処理をしたがC含有量少なく測定出来ず。

口

6



21頁方形土墳

(1) 001 (第60図・図版48)

G-5グリッドで雌認され、長方形と方形の 2つの土墳が重復している。長方形の土墳は、方

形土墳の上に構築されている。長軸2.25m・知軸1.35mを測る。主軸の方向は、 N-350 
- Eで

のピットと、 15cmの奈|向するピットを有する。ほほ童I'直に立ち上がる野をもち、深さは長方形床

面から30cmを測る。床面は平坦でよくしまっている。造物の出土はなかった。

(2) 002 (第印図・図版50・51)

A-4クリッドで黒紛色の孫込みで確認され、長方形のプランを主し、主事I1方向は、 N-28. 5。

-Eであり、長軸は、2.43m.制軸12.5mを調Ijt)、壁はゆるい角度をもち立ち上がる。床面はほ

ぼ平坦で、、よくふみかためられている。落込みの埋土は、 I層階特J色 .II層焼土粒ilt_黒褐色 ・皿

層焼土炭混土層であり 、 自然堆干~tの層位と忠われる。

(3) 003 (第60図・図版52)

D-3グリッドで黒禍色の落込みで確認された方形のプランを呈し、主軸方向は、 E-10ロ

Sであ り、長軸は、1.45m・知軸1.35mをif!lJり、中央部に30cmX36cmのほぼ円形の戊いピットを

有する。壁画iはかなりの傾斜をもって立ち上がる。床面はほぼ平社lでふみかためられている。落

込みの埋土は、 I層制色土 .Il層制色土出ローム粒出土.m層木炭i1t_褐色土 ・町屑焼土約i1t_制色

土 .V層木炭ilt_褐色土であ り、中央部のピットは使用されていたような状況を呈していた。出土

遺物なし。

3項不整形土壌

調査区域内で、 5か所の不整形の土墳 (? )が雄認されたが、全て剖査した結果3か所につい

て図示する。

この 5か所の土績については、表ゴーから確認した状況を図示し、調査後プランを図示したた。

(1) 004号 (第61図・図版53)

F-5と、 G-5グリッドの両方にまたがって第E層面で確認された。確認面ではソフトロー

ムを中心に、ローム塊混土ソフトロームなどで構成されており、長径2.5m・知径1.9m、形状は不

整形を呈する。断面の土層は複雑に入り、底部にしたがってハードローム塊を多く含む土層であ

る。出土遺物は皆無であった。底部と思われる所もかなり軟弱で、浮いた状態にある。

(2) 005 (第61図)

D-3グリッドで確認され、確認面では黒色土 ・ソフトローム ・ハードローム塊混土 などが

不規則に入り込んでいた。長径2.3m・鰐径2.3mの不整円形状を呈する。断面の層位は、土墳の

内壁面には、耕作土、黒制色土層が流れ込んでいる。中央部に ソフト ローム ・ハードロームが位

置している状態であった。
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A BCDEF G H  

8列

6列

第 59図 中芝遺跡土層図(2)

I長形は捨鉢状を呈する、底部は001で記したよう

56叫 に軟弱であり浮いた状態である。遺物は皆無であ

55.00 

54.00 

53.00 

52.00 

った。

(3) 006号 (第62図)

C-3グリッドで確認され、峰認面では、黒褐

色土 ・私j色土・ソフトローム・ハードローム塊出

士、などが不規則に入り込んでおり、長径3.7m 

.初任2.5mの不主主符円形を呈する。断而は浅い捨

鉢状をETLし、土層は黒制色オ:を中心とし、ハード

ローム ・ソフトロームの出入がみられ、壁面は褐

色ゴ;が流れこんでいる。底部は001・002と同様に

軟弱で浮いた状態であった。 t立物は皆無であった。

(瀬戸久夫)

4項住居跡

(1) 007 (第63・64図・図版54)

東西辺の方位が25。西に偏する方形の竪穴住居跡

である。便宜的に山方位の呼称にて説明を加える

と、カマドは束辺の中央部に構築きれている。規

模は、カマドのある東辺が知かくが')2.1m、対する

西辺が長〈約2.5m、北辺 ・南辺ともがJ2.2mをiftlJ

り厳密には梯形を呈する。平均して約O.4mの深

きに掘り込まれた後、壁沿いに幅15cm前後の極め

て浅い溝をめぐらしている。この溝は北辺の中央

部で

側で
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tl¥入口の位置を巧務するうえでの傍証となる可能性もあろう 。中i;火は認められず、わずかに回収

?{い、の中央部に径20cm・深さ 3cmの似めてj長い凹みを検11¥したにすぎなし、。

カマドは、焼道のみがr.;~外に 1 1\ るように附築されている。 灼E且は、傾斜 fiJ 30。、外 11径20cm を iWJ

る。ギIfl[1は長さ30cm・.lr:flllは長さ 35cmをiWJる比較的小形のカマドである。jポ・木院は認められな

かったが、カマドの前而に焼ゴ:粒カず散ギ1:していた。比較的良tfなW:1{J交を示す例と 言える。

造物は覆土~Il からも、 一旬J検出 されなかった。

この住肘跡は、床凶iから木jえおよび多量の焼士も検出されず、 11Ij述したように、カマドもii'f1'rl!

された状態のままで、また、造物も認められないことなどから、火災当;の不il!tJ・F態により廃棄さ

れたものでなく、転1，1;'等lこより芯識的に廃楽されたものと々えてよいであろう 。造物が検出され

なかったため、その所属時期は明らかでないが、覆土が人為的な堆干141状態を示さず、 n然.!:'ll没的

I佐和を示していることから、近時のitj; 村l でないことは係かである 。 また、いわゆる [工|分其JJの土 r~11i

棋を有する住肘跡の多くが、 一辺 3m I1-J外の小規松形態を示し、かつ、 1つの台地 卜今に 1軒単独

で存不1:する例も比較的多く見られることを考慮すると、この14:1，';跡もその例に合めてもよいので

はないかとする考えも成 り立つ。そうであれば、古代後期からIj'i:ll:にかけての時期に屈すること

になる。 (杉山官作)

5項包含層出土遺物

第|群 土器(第66図・図版55)

第 1類土器 (1-4) 

井草 E式を本類とした。井草 I式土若fFが、白紙背1¥、頚部、刷音11の二三文fi?を梢成するのに刈し、

本知土器は頚許11文様'市が無文荷となる。また、白紙部の肥厚、外反が井主主 I式土器と比較して者

るしくないのを特長とする。 これらの口紘部 (1 -4 )は、口唇官11に半前縄文が告¥[<施文され、

胴部以下にも同棋の縄文であるが、(4)のslriJ部は無間iの縄文(R)か撚糸文(R )か地文されているが、

器面iが摩滅しているので明瞭でない。

節2類土器 (5-15)

撚糸文系土黙の胴苦11破片を便宜的に本類とした。小;士ilの中には、撚糸文のもの(5)、他は縄文が

が施文きれている。撚糸文の原体は (L)で、縄文の原体は→単卸iのRLのもの (6・8・9-14)、

L R (7・15)で圧倒的に単節RLが多し、。なお(日)は撚糸系土器の底部でやや尖った砲事iiJ~')のも

のである。また下総合地では一般的には縄文が多〈、武蔵野台地から多摩丘陵では撚糸文の原体

が多い。

これらの土器の色剖は、赤側色・茶悩色 .i炎:fi，l色と 一様でなく、胎土中にはキIII砂粒の出入が字干

しい。器壁は薄〈、苦it耐も二次的火熱を受けて、焼成も不艮に近いものになっている。
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第 62図第 1次 006遺構実視IJ図

本類とした胴部破片は、井草

lhl::ないし夏島式土器であるが、

(5防撚糸文土器は大丸式か夏島

式土器のMliiJ音1)と考えられる。

第 2群 土器(第67図・図版57)

第1類土器(16-18)

話磯C式土器である。集合条

級文に円形浮文の貼付けのみら

れる深鉢形土器で、他に諸磯式

土器の出土はなかった。

第2類土器(19-22)

本類は浮島式土器に伴なう無

文土器と思われる。口唇音[iは丸

昧で、口縁はやや外反するもの

で、特にこれといった特長をも

たない。器面全体には、横ナデ

状の繋形痕が明瞭であり、焼成

のよい土器といえる。

第3類土器

浮島E式土恭を本類とした。本書ilには、器穂、文様の異なる土器があり、平行沈線文のみのも

の (23・25)。変形爪形文のもの (26・27)輪枯み痕の明瞭な部分にt刺犬工具の押しつけたもの

仰)等がみられる。 しかし、出土量は少なかった。

第4類土器

本類は浮島田式である。本類土器も第 3類土器同様、いくつかの文様がみられるが本遺跡で出

土したものは、変形爪形文に平行沈線文を組令せたもの (29-31)、アナダラ属の貝殻腹縁を連続

に何段も施文したもの (32-36)があり、中でも (36)の貝穀腹紘文はノ、マグリによるものか、

所謂三角文を貝殻の交E押圧により作り出している。

第 3群土器(第68図・図版56)

第1類土器

阿玉台式土器を本類とした。文様を異にするところからa種から c種に分けて説明したい。

a稀一 (37-39)

無文土器であるが、口唇音11に刻目をもつもの(37)、口縁部付近に小突起をもつもの (38・39)が

- 90一
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第 63図第 1次 007遺構実測図

める。

b 種 ( 40~44 ・ 46 )

本種は、 一列ないし二列の角押文 (連続結節沈線丈)を主文様とする。これらの器形は、口縁

の直立するか外反する深鉢形土器であり、文様も口縁部付近に集約されている。

c種 (47・48)

口縁部付近に楕円形の附帯による枠をもち、その枠内には、沈線による文様がみられる。縄文

の施文きれていることや口縁部の屈曲することから、浅鉢土器であろう。

第2類土器

勝坂式土器である。本類土器の出土量は僅かである。器形については、深鉢形土器のもの (45

・49・50)、浅鉢のもの (51)がある。文様は、口縁部に沿って 171Jの爪形文のみられるもの(49)

口縁部の下を横に半裁竹管工具により沈線をつくり、更にその中側を交互刺突した文様のもの、

(50・51)がある。 これらの土器は、第 1類土器の比較的新しい時期に伴なうものと思われる。色
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調は亦褐色 ・茶褐色であり、焼成も良

好なものが多い。

第3類土器

加曽手IJE式土器を本類とした。本類

土器は型式別に細別されているので、

ここでも a- c種に分けて説明したい。

a穂

:1 
可ヨ。~ 

~ 

」加曽平IJE 1式土器を本穏とする。
司

れらの土器の特色は、所詞キャリバー

口縁音11.

頭部・胴部等の文様に分けられるが、

型の深鉢形土器を主体とし、

一般的に粘土紐による貼付け文が多い。

(52-55)は、そのー

これら速の深鉢形土器の一部である。

の中には、波状口縁をもつもの (52・

I層…時褐色土層
+粘土

II層・・・時褐色土層
+焼土杭

III層・"s育褐色土層
+焼土塊

W層…焼 土
V層…暗褐色粘土
VI層・・・暗褐色土層

+粘土塊
四層・・・明褐色土層

+粘土杭

a a' 

l し"!.V "11 '¥¥1 
I ¥IV¥1I7 ¥ '" 111 

" "も与、 _;--，;;--ノ舟I 5~ " 00 

拓影図に示したb' 

54.00 

b 

53)平縁のもの(55)がある。なお(64)
050cm  

( 1 /30) 
fぷ三4主」叱00

の口縁部も本種のものであろう。

第1次007遺構カマド実測図第 64図

b種 (56-63)

本種は加曽平IJEll式である。

粘土紐の貼付けによる附帯の懸垂文(56)、沈線による渦巻き (57)、深鉢形土器の胴部で縦にジ

その他の破片は、縄文を密に施文していグザグ状の沈総を施文するなどの特徴をもっている。

これといった特徴は見出せない。るのみで、

また、縄文を施文している以外に、櫛商状工具による条線文で器面を飾るものもある。 (66)は、

口縁部に 2条の太い沈線をもちそれ以下は、条線文が焔文されている。所諸キャリ バー状の深鉢

土器ではなく、円筒状の深鉢土器と考えられ、(67-71)はその同一破片である。条線の単位は、

不規則に施文されているので観察することができない。

c程(65)

口縁部文様帯を持たず、若干の無文の口縁部から下を縄文のみで飾る土器がある。加曽利回式

土器として分類されているが、本遺跡での出土は僅かであった。
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第 4群土器

(第68図・図版57)
H2 G3 F3 

第1類土器

堀之内 I式土器である。

出土量は全体的に少ない。
←ギニニー

口縁部これらの中には、、
、、，

 

d
 

，
 

，
 d' ，，

 
〆

'' 

に列点文をもち胴部を縄文
a

，
 

，
 

a

，
 

〆
，，
 

〆
〆

〆
〆

，，
 

a' 〆

，
 

'' 

で飾るもの(72)、無文地に

沈線と刺突丈を組み合せた

もの(73・74)、櫛歯状工具

でコンパス文を表わすもの

(75)がある他、胴部破片で

蛇行する沈線のみえるもの

(76・77)もある。

第2類土器

いわゆる帯縄文をもっ土

器て¥安行式土器であり、

出土量も少なかった。

石器(第69図・図版57)

1は石斧でC-2グリッ

ド第E層で出土し、幅5cm 

-厚さ3.5cmを測る。石質は

」
目
白

~ ， 
一"--一'ーーー-

G2 F2 

この破片は破

損後熱をうけており 、表裏

とも熱変している。重量は

砂岩である、

皿皿耕作土 陸型第 2B音色帯

E.lIJソフトローム Eヨ立川ローム

皿皿 ハードローム仁コ褐色ローム 』ェエL

第1次先土器遺物出土状態図

124 gを量る。

2は磨石でB-2グリッ
図第 65

ド第E層で出土し、両面と

も使用したものと思われ、

石質は安山摩耗している。

岩である。重量は309gを量

る。
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82 10cm 

( 1 /3) 

第 68図第 1次縄文土器 (3)
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第六章 中芝遺跡第 2次調査



第 I節遺構と遺物

|項炭焼窯

H-6のグリッドで検出され、第 H層下部で確認された。確認当初、001号のみと考えていたが、

調査が進行するにしたがって001号床面から方形の002号窯跡が検出きれた。

( 1) 0 0 1号炭焼窯 (第70・71図・図版59-62) 

主軸方向は、 N-550 -Wであり全長、11.4m、焼成部長7.5m、焼成部幅5.8mを測る。楕円形を

呈し、焼成部は、中央部が若干くぼんでおり、壁面はわずかに内湾する。壁面は、幅10mを測り

非常に良〈焼けておりかなり使用された事をものがたっている。焚口幅40cm、焚出部長2m、幅1.9

mを測り、焚出部には、長径1.5m、短径1.1m 深き60cmの楕円形の掘込みを有する。

窯内の層位は、耕作土 ・荒砂 ・木炭層と大別でき、床面には、 lOcm-15cmにわたって木炭が堆

積している。窯内には、天井部と思われるブロックは、多くなかった。焚出部に付随するピット中

には、木炭天井部、もしくは、閉塞石と思われるブロックがかなり堆積していた。

(2) 002号窯跡 (第72図・図版63)

主軸方向は、 N← 550 -Wであり、長軸1.6m・短軸1.3mの方形である。壁は、ほほ、垂直に落ち

る。深さは001号床面より 4.5cmを測る。層位 ・耕作土 ・木炭 ・砂質褐色士に大別でき 、木炭層は中

中位に存在する、床面 ・壁面は非常によくしまっており、床面はほほ、平坦で、ある。壁面付近には

焼土粒がかなり存在しているこの方形のプランを有する遺構が、炭焼窯跡と把えることができ る

か明維でない。 (鈴木若雄)

2項包含層出土の遺物(第73図)

合子(1 ) 

E-7グリッド出土したもので身の部分約%遺存する。推定口径 4cm、器高2.4cm，底径 3cm 

を摂IJる。全体に白い柑がかけられているが受部は、生地のままである。口唇部には弱い稜をもち、

受部はするどい稜を呈する。体音1)は、ゆるやかな丸昧をおび底部へ移る。底部はわずかにあげ‘底

になっている。

燈明皿(2 ) 

E-6クリッドで出土したもので約%遺存する。推定外口径10.3cm、内径 8cmをj<<IJる二重口縁

をもっ燈明皿である。外側は水守|き整形後へラナデであり底部近くまで茶褐色柑を施している。

内側は全面に茶褐色粕を施しておりていねいにナデている。

播鉢 (3-4) 

3はD-6グリッド出土のもので口縁部のみ遺存する。推定口径、 15.8cmを測り、口唇部は平

坦で口縁部には強い稜を有する。内面口縁部外面全体に茶褐色の光沢のある軸が施されている。

胎土は非常に良好で、ある。
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I層…暗褐色土層

II層・・・荒砂層
III層・・-明褐色土層

W層・・・荒砂塊111褐色土層
V層…天井フ守口 ック

VI層・・・木炭層
VlI層一木炭j昆砂質層

2m 

(1/画面}



4はG-6グリッドtIl土のもので 口縁部のみ造存する。推定口径、 24cmをiRIJt)、口唇部はわず

かに丸昧を呈し、口紘者1¥には稜をもたない。内面口縁部、外面全体に茶褐色の柑が施きれている。

胎土は、 3よりも荒い。おそらく、美濃・瀬戸系のものであろうと思われる。

倍:格(5 ) 

G-gグリッド出土で、口紘存1¥小片のみ造存する。推定口径25.5cm、で内耳を有する ものであ

る。 胎土は荒〈色調は、 淡褐色を呈する。 u唇部は)L味をおびU縁部はわずかにくぼみを呈し

SI E白 Q。 u ~， N' 日l
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8.一一 ¥ ~ 1./ -.8' 11 i， 
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111， 
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ィミ ~ 
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52.50 
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2m  

ーι一一一-52.50

( 1 /60l 

第 71図 第 2次 001遺構(炭焼窯)掘込図
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て1阿部に移るものと

思われる。

石器(6 ) 

G-6グリッド第

I層耕作土からの出

土で、先端部と茎部

がわずかに欠損して

いる。現在長8.3cm

基部I悩3cm、厚さ

O.9cmを測る。調整は

雑な感じがするもの

で石質は、頁岩であ

ろう。

(瀬戸久夫)
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第Ⅱ節 まとめ

1. 遺跡について

中芝逍跡は、 東側に谷をもち北方向に傾斜し 、 南方向の平担地を布する所である。 第1次調査

区域は 、 誂査前に区域の半分は削平されており逍構・遣物も少ないと考えたが、 遺存していた半

分はかなりの遺構・沿物が存在していた口 しかし遺跡の中心部は 、 南奥部に入った平印面の部分

に位匹するのではなかろうか。 第2次調査区域も第1区域と小＜ぽみをはさんだ狭い平坦面であ

るため遺構は 、 近世遣構のみであった。

2. 遺構について

第1次調究

方形土壌・・・・・3か所

不喜を形土演・・・・・• 3か所

住居跡・・・・・1か所

第2次調査

炭焼窯…•••2基

方形土壌3か所を調査したが、 遣物の出土は見られず時期の決定はしがたい。 しかしこの方形

土墳は地耕図を見ると地境に位氾するものて 、 農耕時の貯蔵穴と考えられる

不整形土凛3か所謡l査したか 、 埋土の状態 、 墜 、 底面の形態などから巧えて風倒木痕である可

能性が大きい。 前辿したように埋土の一定の1(1位に黒色土が流入したりしている。

住居跡1か所を調究したが 、 調査区域か幅45mであったため、 1か所だけの単独の住居跡なの

か不明である。 近年各地の調究により1か所単独の住射蹄形態の様相も解明されつつあるが 、 当

逍跡の住居跡かこれにあたるか不明である。

第2次調査では 、 炭焼窯1基てあった。 奈木台第5遺跡において検出された003方形 の 遺 構が 、

炭焼窯に付随する施設であろうと考えたが、 今回の調査では同類の方形遺構に炭焼窯を設けてい

るというボ例である。 今回の方形遣構には木炭・焼．＋．があり 、 壁面・床面とも熱変化をうけてい

るのが観察された。 この方形の遺構は 、 窯として用いていたとの土地の方の話であった。 これは

少屈の木炭を得るとき使用するもので 、 多屈の木炭生産の楊合はいわゆる平惑形式のもので生産

するということであった。 この方形窯とこの上部に構築された平窯との時代差は明確ではないが

生産伯の迩いで窓の形態も変化したと思われる。

3. 逍物について

第1次調査

先土器時代

綺文土器
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石器

第 2次調査

問器類

第 1次調査において、先土器時代の遺物が数点出土したが、ブレイク、チップ数であり製品は

皆無で、あった。出土地点は、東恨IJの谷部へ傾斜しはじめる地点である。

縄文土器は、早期~後期までにわたり出土したが、撚糸文系の土器が比較的多く 、前期末の土

器片も比較的多かった。遺跡の近くに後期の貝塚である誉田高田貝塚があるが、ここでは後期の

土器片はさほど多くはなかった。

石器は、石斧 ・磨石の 2点だけであった。生活用石器は、散在することは少なく、遺跡の群の

中に遺在するものと考える。

第 2次調査の陶器類であるが、合子 ・燈明皿等の{ム貝 ・播鉢 ・熔熔などであった。近くに神社

洞等の存在を確認したが、見ることはできなかった。しかし現在は存在しなくてもかつては存在

していた可能性もある。(瀬戸 久夫)
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第七章清水作遺 跡
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第 75図 清水作遺跡調査区域図 (1: 2000) 
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第 76図 清水作遺跡A・B地点グリ ット設定図
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第 1i路地形と土層 (第78図・ 図版65)

A地点は、北西方向に閉口する谷津地で，B区は背後の台地の影響をうけ張り出し部になって

おり、第 I層黒褐色土・第E層ソフト粒層がみられA区では徐々にさがりはじめ、第 I層砂質暗褐

色土、第E層暗褐色土などがみられる。 C.D区は、谷津の中央部に位置し急傾斜で落込み、こ

のトレンチには逆転位層が見られ、下部では水分を多〈含んだ水量の多い土層であり、 D区のあ

る部分では湧水もみられた。また D'E区のV層粘質黒色土、 百層の粘質黒色土褐層中からは、縄

文土器片がわずかであるが出土した。現在でも梅雨期になると C.E区の中央部付近が水道にな

るとのことである。 E.F区では、 E区の南側から高くなっており F区では、 D区の比高が2m

を ì~IJ ることができる。

B地点は、標高30mの舌状台地の先端部に位置している。 A地点との比高は、3mを測る。こ

の地点は、標高30m-35mの聞に狭い平坦面があり、遺構はこの平坦面に位置する。

第二節 A地点の遺構と遺物

|項出土遺物(第79図)

縄文土器

1はB-1卜レンチ出土で、波状口縁を呈する裂の口縁部で口唇部が肥厚する。口縁部に縄文

を施しその下に深い 2条の条線を施し胴部に何本かの条線を有すると考えられ、条線との聞に縄

文を有する。裏面の口唇部は横方向のていねいなナデであり、口縁下に弱い稜線を有する、色調

は暗褐色を呈し、胎土は布団い粒子を含む、焼成は良好である。

2はB-1トレンチ出土で、 1と同じように波状口縁を呈する口縁部であろう。口唇部は肥厚

し、口縁部に縄文を施しその下に深い 2条の条線を有する。その下部にも縄文を有する。裏面の

口唇音[1は横方向のていねいなナデをおこない、口縁下に弱い稜線を有する。色調は暗褐色を呈し

し、胎土は細い粒子を含む、焼成は良好である。

3はB-1トレンチ出土で裂の口縁部で凸帯頂部に刺突が施され、凸有:部から手直に上方向か

ら刺突きれている。裏面は縦方向のケズリの調整をおこなっている。色調は褐色を呈し、胎土は

石英 ・長石 ・雲母の細粒を多〈含む、焼成は普通である。

4はD-3トレンチ出土の裂の口縁部で、口唇部は丸味をおび口縁部から斜方向に条線を施し

ている。裏面は横方向に調整をおこなっている。色調は暗褐色を呈し、胎土は石英 ・長石の粒子

を含む、表裏とも非常に器面が荒れている。

5はB-3・D-3卜レ ンチ出土の裂の口縁部で、口唇部は自然に細くなり口唇部の直下から

来、|方向の条線を施している。裏面は横方向の調整をおこなっている。色調は明褐色を呈し、胎土

は石英 ・長石の細粒を含む、焼成は普通で、ある。表裏とも若it面は荒れている。

6はF-3グリッド出土の裂の口縁部で、波状形を呈し、口唇部は内側に号弘、稜をもち若干外
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反する口縁で細い縄文帯を有し、縄文布:の直下にへラによる区画を作りだし、その下にへラ状の

工具による亥11目を有する。色調は明褐色を呈し、胎土は精選きれ密であり、焼成は良好である。

7はC← 6グリッド出土の裂の口縁部で、口唇部はゆるやかな丸昧を呈し、口唇部直下から細

い縄文を施している。口縁音1¥は縄文を施したのち 2条の条線により区画され頭部へと移行する。

内面は横方向のナデにより調整されている。色調は暗褐色を呈し、胎土は精選され密であり、焼

成は良好である。表裏とも器面は非常に荒れている。

8はD-3トレンチ出土の裂の口縁部で、わずかに外反する口縁部を呈し、口唇部は大きく肥

大する。口唇音1¥には竹管によると思われる爪形文を施し、口縁下は奈|方向の条線を施している。

内面は横方向の調整をおこなっている。色調は赤褐色を呈し 胎土は石英 ・長石の細粒を含み、

焼成は良好である。

これら A地点出土の土器片は、縄文中期中葉から後期中葉の時期に含まれるものと考えられる。

このA地点の出土状態からみて流れ込みであろうと考えられ、後背の台地上にこれらの時期の遺

跡が存在すると思われる。 (鈴木若雄)

(警oa撃?喝対7

?!警FZY哲ジ
第 79図 A地点出土遺物 20cm 

( 1 /2) 

第1II節 B地点、の遺構と遺物

| 項住居跡

(1)001 (第80・81図 ・図版66・67・85)

l-E・l-Fグリッドで確認され、北方向に砂質粘土を検出した。一応の広がりを有する点

からカマドのものであろうと判断された。遺構の埋土は、暗褐色土の単一層でありカマドの周

辺には、焼土粒がかなり見うけられた。

〈遺構〉

平面形は方形を呈し、中心軸は、N-28"-Wで長辺2.2m・矩辺2.05mを測る。西壁は傾斜地の

内
《

υ



ため不明で、あった。壁はゆるやかな傾斜でもってたち上がる。壁溝は検出できなかった。床面は

よくふみかためられている。ピットは精査したが検出できなかった。

〈カマド〉

遺構が浅いためカマドの遺存状況も良好でなかった。カマドの位置は、北側壁の中央部に位置

し、構材は暗褐色土を多く含む灰白色粘土である、壁への切込みは浅い三角形を呈しており 50cm

X17cmを測る。

袖部は昧面に直接粘土を置き、右幅20cm・高さ 13cm・左幅23cm・高さ 9cm焚出部は幅40cmを
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i&IJる。燃焼部は全体に平坦で、あり、 30

cmX40cmで深さ 3cm火床の規模は明確

でなく厚き 3cmをiWJり後方に遺存する。

煙道部は明確で‘はないが、長き 10cm・

昇角25。を測る。煙出口は不明、全体に

遺存は悪いが、火床面は非常に良〈焼

けていた。

〈遺物〉

検出されず

(鈴木若雄)

第 81図 001住居跡カマド実測図

(2) 002 (第82・83図・図版67)

1-F・1-G'1-Hグリッドで 黒色の落込みを確認した。北西隅に001号跡が重複して

いる。住居跡の埋土は、 5層に分けられ I層黒色土、 H層暗褐色土、 E層褐色土、 町層焼土粒混

暗褐色土である。埋土は、レンズ状の堆積を呈するが、 001号住居跡の方向にむかつてうすくな

っている。

〈遺構〉

平面プランは隅丸方形を呈し、中心軸は、 N-22'-Wで、長辺2.45m・矩辺2.1mを測る。壁は、

ほほ垂直で、あるが、北壁西壁は低くなっているので完全に観察ていきない。壁溝は、深き約 5cmで、

一周する。壁溝底は、凹凸を呈する。床面は、ほぽ平坦であり構築面はハードローム層である。

床面の北南部に 2個の炉を持つo ピットは 6本あり、 Rは円形で斜方向に掘り込まれ48cmX60cm

. -65cm、11は、楕円形て"垂直に掘り込まれ34cmX30cm・-60cm、P3は、円形でわずかに内傾し

て掘り込まれ40cmX40cm. -65cm、P4は、楕円形で斜方向に掘り込まれ38cmX 32cm . -65cm、

P 5は、円形で垂直に掘り込まれており 44cmX 40cm . -80cm、P6は、楕円形で斜方向に掘り込まれ

50cmX38cm・-95cmを損IJりPl・P3'P 4・P6が主柱穴で、あろう。P4は、貯蔵穴の土手状の内側に

位置する。
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I層..a音褐色土層
II層・・・明褐色土層
III層・・・焼土粒j昆褐色土層
N層・・・焼土塊j昆明褐色土層
V層…焼土
VI層・・・明赤褐色土層

1 m 

( 1 /30) 

〈炉〉

住居跡の中央よりやや北東部

によった戸丹に位:置し、中心軸N

-66'-Wで、 2つの炉が重複し

ている。

001炉は、長径1.0m・知径90cm

-深さ 10cmを測る。埋土は 2層

に別れており第 I層暗禍色士、

第E層明褐色ゴてで第 I層よりや

や明るい。底面はあまり焼けて

なく長時間にわたって使用した

3日0 とは思われない。

002住居跡貯蔵穴実測図 』市」cm

第 82図 002住居跡炉跡 ・貯蔵穴実測図

ハ
h
u

30.50 

002炉は、001炉の西どなりてい、

連なっている。長径 ・知径95cm

深き 18cmをiMIJる。不整楕円形を

呈している。埋土は、 3層に別

れており第 I層暗褐色土、第V

層焼土層、第M層明赤褐色土で

第V層は焼士が充満しており、



第百層は焼成を強くうけており赤褐色を呈し硬化している。

〈貯蔵穴〉

住所跡の南方向に位置する P4をとりかこむように約 5cmの粘土の土手がめぐる。掘込みは、長

辺1.38m. f'.i辺1.0m・深き 17cmの半略方形を呈する。掘込みの中央部に長径50cm・照径48cm・深

さ60cmの円形のピットを有する。ピットの埋土は、中位ぐらいまで黒色土で中位よ り下位は、褐

色士 ・黒色土+ローム粒の出土で、あった。また上面から45cmの所に衰の口縁部が検出された。ピ

ットの底面は40cmX30cmの略方形を呈し、平坦であった。

〈遺物〉

造物は、極めて少量の土黙と石斧のみであった。

1は小型査の口縁部と思われ遺存度は口縁部の小片であった。推定口径は12cmを測る。 この壷

は、頭部から口縁にかけて大きく広がる形のものであろう。外面の調整は、 口唇部付近は横ナテ

て T7害、
3区フクド
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口縁音1¥は下方向のナデをおこさなている。内面は口唇育1¥にクシ状工具による鋸歯状の沈線を施し、

その下方はクシ目を施している。色調は内外とも亦褐色で胎土は細粒を多く含む。焼成は良好で、

ある。

2は貯蔵穴内より出土したもので、口縁部約%である。推定口径は17cmを測る。査の口縁音1¥と

思われ頭部より口縁部にかけて大きく外反するもので、口唇部は折返えきれている。口唇部、口

縁部とも横方向へナテで調整されており、内面も同様に横方向のナデである。色調は外面が褐色、

内面が赤褐色を呈する、胎土はかなり大きな粒子を多〈含む、焼成は普通で、ある。

3は2と同様貯蔵穴出土の土器片で裂の口縁部と思われ遺存はMである。胴部より口縁部にか

けて，<J字状に外反する。口縁部には輪和痕が残る。外面の色調は二次的な火をうけたらしく黒

色を呈し内面は赤褐色を呈する。胎土は粒子を多く含む、外商の調整は口縁 ・胴部ともナデをお

こなっており、内面は横方向のへラによるナデ調整をおこなっている。焼成は普通で、ある。内外

面ともかなり器面が荒れている。

4は裂の胴部と思われ貯蔵穴の土手上床面から出土したものであり外面色調は、暗褐色で内面

は赤褐色を呈する。調整は外面は細いノ、ヶ調整をおこなっており、内面は横方向のナテをおこな

っている。胎土は細粒を多く含み、焼成は良好で、ある。

5は器台の脚部と思われ貯蔵穴の土手及び床面から出土しており脚部約M遺存する。外面の調

整は、へラ削り後ナデをおこなっており、内面は右廻りの削りである。受け音1¥は、へラ状の工具

で肖jt)調整をおこなっている。色調は、内外面とも淡褐色を呈する。胎土は細粒を多〈含み、焼

成は良好である。

6は石斧で埋土の上層で出土したものであり、長さ 12cm'最大幅5.5cm・〈びれ部幅3.1cmであ

り内面を研磨し調整してあるが、上刃部は破損している。

石質は凝灰質砂岩、重量1809 (瀬戸久夫)

(3) 003(第84・85・88図・図版68・84)

2-1.3-J・3-Hのトレンチで黒い落込みを峰認したもので、 2-J'2-H'3-H

を拡張して落込みの範囲を確認した。

精査が進行するにしたがって重複している事が確認された。埋土は黒褐色の単一層であった。

〈遺構〉

平面プランは方形を呈し、中心軸は N-240 -Eで、長短辺とも2.1rnをiUIJり、壁はゆるやかに立

ち上がる。壁j馨は検出きれなかった。カマドは北壁中央部分に位置する。床面は平坦で、あ り部分

的には、凹凸を呈する部分もみられた。ピットは精査したにもかかわらず検出することができな

かった。
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富田

昌'

。

前

例

伺ω 

_.8' 

.， 
1 
0 

A，ー

I層…黒色土層

32.50 II層…時褐色土層
- III層…褐色土層

W層...焼土粒j昆褐色土層
31.Jl0 

3UO 

A' 

4金一 2'6 
9 

A 
002住

8' 

E印

3UlO 

B 

- f - z  一三三三

2 m 

( 1 /60) 

31.50 

003・004住居跡実測図

円
可
一
w

第 84図



:¥¥ 
，，¥ ) " 
¥ー¥， /ノ

¥ 

、、、

0001 004住ー0002
0002 002住ー∞01
0003 0006 1 

』弔4i

10cm 

第 85図 003住居跡出土遺物

〈カマド〉

造存状態はあまり良好ではなく、かなり流

れていた。

カマドの位置は、北壁のほほ、中央音11に位置

し、構材は黒褐色を多く含む白色粘土である。

壁への切込みは略三角形を呈しており 125cm

X58cmを測る。袖部は床面は直接粘土を置き、

右脳30cm・左中品45cm'高さ50cmをiftlJる。焚出

部は、幅60cm'深さ 8cm、燃焼部はほぼ平坦

であり 50X50cmを測る。火床の規模は明維で

ない。煙道部、煙出口は明確で、はなかった。天井部は前面 ・後面の一部が遺存している。燃焼部

より裂の破片が少量出土した。

〈造物〉

泣物は極めて少なくカマド中、床面の 2か所から出土した 2点のみであった。

1は裂の破片でカマド、床面出土のものと接合した。遺存は約Mであり、推定口径18cm・推定

高10.5cmで、胴が弱〈張り肩から口縁にかけてなだらかに移行し i< J形を呈して口縁へ移る、頚

部口唇部にわずかにふくらみをもち、口縁には輪柏痕をのこす。口縁部は横方向のナデで調整し、

胴部は斜方向のへラ削りである。内面口縁部は横方向のナデ、胴部は斜方向のへラ削り調整であ

る。外面色調は褐色で内面は暗褐色である。胎土は精選されている。焼成は良好である。器厚は

非常に薄手である。 (鈴木若雄)

(4) 004 (第86・88図・図版68)

トレンチを拡張した結果方形の黒色土の落込みを確認した。埋土は、4層に分かれ第 I層黒色

土、部H層黒色土十褐色土 第四層褐色土、第町層焼土粒出時褐色土で、最下層の第VlJ買および

床直上には炭化材、焼土などが推積している。

X上グ
3住0001

』弔τ7

第 86図 004住居跡出土遺物
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〈遺構〉

壁はわずかN-16'-Wで長辺5.0m、短辺4.8mを測る。平面プランは、略方形で、中心軸は、

床面上には、炭化材・カヤ・焼かに傾斜する。南壁 60crn・北壁40crnで、北西に傾斜している。

土が推積していた。床面はほぼ平坦で、あった。床面の中心よりわずかに北によった位置に、003跡

Plは、 30X30crn'-80crn . P2は、4本あり、ピットは、によって切断された炉が%遺存していた。

34 X 30crn . -85crn . P3は、 34X30crn . -85crn・P4は、 34X32crn・ 104crnを測る。住居跡の南壁に

貯蔵穴が位置する。

〈炉〉

住居跡の中央よりやや北方向によった所に位置するが、003号住居跡に切られM遺存する。推定

埋土は 3層に分かれ、第 I層焼土・第H層暗褐色・第匝

層暗褐色土+焼土粒である。中央部の上面に焼土が見られ、底面に熱をうけた粘土が見られた。

では、 70crnX 60crnの楕円形と思われる。

〈貯蔵穴〉

住居跡床面精査時に、粘土集積、黒色落込みを確認し精査をおこなった。南壁面直下に上面54

crn X 50crnのほぼ円形のピットがあり、深さ50crnで、底面は、 35crnX 35crnの略円形を呈してお り、

P4をかすめるようにめぐり、 4crnの高きを測る。掘込みは 1m X1.4mの

範囲で確認でき、掘込面は、住居跡の床面レベルとほほ同じである。

土手は、平坦で、ある。
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〈遺物〉

焼土、炭化材の堆積から、火災住居跡と推測比遺物の検出を期待したが、遺物は極めて少量で

あった。

1は襲の底部で遺存度は、約yzである。推定底径 5cmを測る。外面調整は縦方向のへラ削りで、

内面は、横 ・縦方向のナテである、外面色調は、淡褐色内面は、赤褐色を呈する。胎土は、細粒

を含み、焼成は普通である。

2は査の下半部であろうと思われる。この遺物は、003住居跡の面床西下から出土したもので、

従来004住居跡のものであったものが、003住居跡構築の際上部を削られてしまったのではないか

と判断したい。

遺存度は、胴部%で推定胴径3.4cmで、上半分に炭化物以外は日音褐色で、内面は淡褐色である。内

面、 外聞とも輪積痕をのこし、 外面調整は斜方向のへラ削りで、内面は同様に斜方向のへラ削り

である。胎土は粒砂をかなり含む、焼成は良好である。 (瀬戸久夫)
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004住居跡炉跡品目?Jo)
003・004住居跡カマド ・

炉跡実測図

I層黒褐色砂n層
II層 黒褐色+ローム粒
llll百 黒褐色+白色荒砂混屑
W 層・黒褐色+木炭if~層
V層黒禍色+焼土+木炭層
町層ー木炭+灰層
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00 3住居跡カマド実iUlj図

004居住跡の炭化材について(第89図)

004住居跡は、火災住居跡で床一面に焼土 ・炭化材がみられた。しかし前述したように遺物は、持

ち去られた状態で土器・石器類の出土は皆無であった。すなわち生活用具を持ち去った後火をは

なったような感であった。

図示したように 5か所の炭化物についてサンプルを採集した。それら 5点のサンプルの内 2点

を木炭樹種同定のため筑波大学大学院生千野裕道氏に依頼した。サンプルは、 NO、0006，0009 

の2点の炭化材であった。千野氏の同定結果は下記の様であった。

一環孔材。複合放射組織をもっている。孔圏外の小道管の断面形は、円形を呈し膜が厚い。大

道管の直径は約40μ 。年輪界がみられる。

クヌギ Qvercus acutimassi Carruth 以上0006，0009両サンプルともに同一樹種である。

-122一



以上の分析結果を得た。近年古環境復元の一環として、炭化材による種同定などがおこなわれ

ているが、まださほど報告された例はない。今後このよう試みが必要となってく るだろう。

004住居跡の屋根材全てがクヌギであったろうとは断定できない。また同時期の住居跡から多

くのデーターを得ることが必要であろう 。それらの畜積によってより古環境の復元ができるので

はなかろうか。

2 m 

行冗o)

第 89図 004住居跡炭化物サンプル採収状態図

004居住跡の炭化材のC14測定について

5か所のサンプリングのうち、前述したように0006，00091土木炭樹種同定に使用し、0005，00 

0007の2サンプルは、C1今則定に使用した。C1句則定は、学習院大学に依頼した。測定結果は下記

めとうりである。

Code NO 
GaK-7405. 

GaK-7406. 

記
試料

Wood fσm Heta Sit巴.

No.0005 
201-003. 10/8. 

Wood from Heta Site. 
No.0007 
201-003. 10/ 8 

- 123 

B.P.年代(1950年よりの年数)
2190::1::120 
240 B.C. 

1450::1:: 90 
A.D. 500 



(5) 005 (第90図・図版69)

2-G、2-H、2-1グリッドにかけて検出され、第四層上面lでピット列だけ体認されたも

のである。プランは確認できなかった。出ゴー造物も検出しなかった。

ピットは、8償|ほほ‘円形にならび、ほほ、北方向のPl・PSは4.5mをil!iJる。東西方向のP3・P7

は 5mをiHlJる。 Plは、長径45cm・知径38cm・深き70cm、P2は、長径35cm・知径30cm・深さ75cm、

P3は、長径35cm・知径33cm・深さ65cm、P4は、長径34cm・保i径34cm・深さ65cm、PSは、長径34cm

-告;-¥}径27cm・深さ50.5cm、Psは、長径43cm・免l径35cm・深さ80cm、P7は、長径43cm・告;1，'.径40cm・

深さ 59cm 、 Psi土、長径45cm ・ 知径35cm ・ 深さ 75cm を ìl!iJ る。 P2~ P6 までの各ピットの間隔は、約

1 . 9~2 .OmをiftlJる。焼土や 床 面 と 思 わ れ る 所は、検出できなかった。(鈴木 若雄)

(6) 006 (第引 -93図・図版69・84)

制査区域の 4・5・6・7・8区の西側を工事用仮設道路の設置の|際、 7-F.8-F卜レン

チにかけて削られ確31tされたものである。工事のため住尉跡のMを欠如している。

住居跡の埋土は、 7層に分かれ、第I層暗制色土 ・第H層制色士 ・第匝層黒褐色士 ・第百層ロ

ーム粒j比褐色士 ・第V層ローム粒j昆暗褐色士 ・第M層焼士粒出黒褐色 ・第四層焼士粒出制色:士で

ある。

<lli杭〉

平面プランは、ほほ方形と推測され、中心軸は、N-l1.5-Wで現存する南辺は3.7m、東辺

は4mを羽IJる。

壁面iはほほ手二直である。壁携はほほ全周すると思われ北壁の音JI分は広くなっている。耐え15cm~

10cm ・ 深き 5cm~ 6cmである。床面は 、 中央音11に粘土の残置がみられ、その他は平坦である。ピ

ットは4本あ り、 Plは、工事用道路に半載され、長径45cm・-34cm、P2は、 45cmX40cm.-60cm 

の円形で、P3は、 45cmX45cm.-60cm、の円形で、 P4は、 38cmX38cm・ 65cmの円形である 3

北壁の中央音11にカマ ドが位置し 、西側袖音11は、破壊されていた。

〈カマド〉

造存状況は、西側の袖部を壊された以外は良好である。位置は北壁の中央に位置し、栴材は、

禍色粘土て、壁への切り 込みは、三角形を呈し80cmX45cmをiRIJる。宇rli部は、床面に直接粘土を置き、

右幅 1m. 高さ 1m を ìWJ る。焚出部は、 ~A\70cm .深さ 10cm，燃焼音11はわずかに上っており、 70cm

X75cmを掛け)、火床の規模は明雄ではない3 煙;道音11はほぼ直線的に立ちあが り、 長さ 1.45m、昇

角62。前後である。煙出部は赤褐色に円形を呈しており35cmX35cmて、あった。天井音11は後面の一部

がiti存しているコ監溝は両脇で切れる。右納に裂の口縁音11が出土した。

〈造物〉

床面jの全体的に出土したが、 特にカマドの右1~IJに集中していた3
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致 (1~ 9) 

1はカマド右側の広くなっ

ている昨溝中から出土したも

の口縁部の破片でXj主存して

おり、推定口径32cmて、大型'Jの

I層 ー褐色荒砂層
II層ー褐色荒砂層

+焼土中¥1，:
111層褐色土荒砂層+

焼土層+木炭片
W層褐色荒砂層

23.20y 層・木炭(黒色)

23.00__ 0-----0 +灰層
jm層 明赤褐色荒砂層

設で日縁部が「く」形に聞く形

で、仁l唇音1¥に而取りしてあり、

わずかに返る 3 外前日縁音1¥の

剖主主はt1t'tナデ、胴音1¥は下方向

のへラ削りである。内面l口縁

音1¥は、へラナデをおこなって

』 ぶJ____"8l I1 ""セ守町、
L〓 ------、ーで戸、 /戸d 、r‘吋巧林、、で戸、 q 、、4ι~ 入

F一一通崎、、、-"、~よーーー工ー ノ〆7 、、-ー一ー一一一
L一一 、ー一ー、ー孟二手-- 73. .. :...20 

いる 3 色調は外耐が時制色、

内百1Iが糾色を里している。胎

士は紺1~、約-{を多く含み、焼

成は良女fである 3

マド実視11図~斎~，.

2はカマド右恨IJの広くなっている駅構中から州十ーした口縁部の破片で、ゲJ3.ij主有する 3 推定口

径は、 29cmである 3 仁l縁部は、['< J 形に聞き、胴音1¥はふくらみをもたないものであろう 3 口縁育1¥

の外Díi~(:形は、横方向のナテ、胴音1\は下方向のへラ削りである。内面l 仁l 縁は杭方向のへラナデを

おこなっており刷音1¥も同根である 3

外而l色司iDは赤料色を里しているが、二次的火をうけたものではなかろうか3 内面lは時制色であ

るD 胎士は和11車J1を含み、焼成は良好である 3

3は床面l上の破片と、片I層から出十ーした破片と接令したもので、口縁音1¥で%出存するコ推定口

径は26cmをi!!IJる。ほほ、前線自(Jな胴音1¥をもっと思われ、ゆるやかなカーブをもちながら聞く、外回l

口縁音1 \の剖務は、検ナテで胴部は、幸、i方向のへラ削りである。内面lは外耐同干lJ~検ナデ、奈|方向の

へラ削りである。色調は二次的な火をうけたと思われ、表裏とも時半よj色を呈している。胎士は砂

粒を多く含む3 焼成は普通で、ある。

4はカマド内出士、カマド焚口部近く、南↑目IJ床而からけl十したもので、約}玉造有する D 推定口

径22cm、iii存高15cm、わずかにふくらむ胴音1¥をもち、仁l縁青1¥は角度の大きな['< Jを呈するコ口縁

音1¥・胴音1¥には輪柏痕を残す3 口緑音1¥の外Dil主主形は棋ナデ、胴育1¥は縦方げ'JJえび幸|方向のへラ削 1)を

おこなっている。内面|口縁は外耐と同様横ナテ、胴音1¥はへラナテ幸11ifI'Jの削りをおこなっている。

色制は内外面とも赤禍色である D 胎オは砂粒を多く含み、焼成は良好である 3

5 はカマドキ[和IjJ '、東il;r !lt~U奪、南側床耐J'. より出 一十した破片カ、接令したもので約%出存するコ

nδ
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この誌は、MjliJ白1¥のかなりふくらむ形で LI妹背1¥はゆるるやかに外反する。仁!被音1¥外面l剖整はていね

いな横ナデ、刷苦1¥は棋および判 }jlilJのへラ削りである。内外も凶l面iと同様ていねいな横ナデ、目阿

部のへラ削り主どの剥捺である。色制は内外的iとも亦制色を呈し、胎土はポ1イーを多〈含むもので、

焼成はrHiである 3

6はカマドヰ[側の広い町議、南米音1¥分から出十ーした破片が接イ干した裂の刷下音1¥で、約Mである。

推定ijluJ径14cmである 3 謝野は表裂ともへラ削り訓務で、色訓は外1ftiカ、時制色を呈し、二次的火を

うけた可能性も巧えられる。内[fIiは aÎ11i~色である。月fì-1.は半Jfイを多 く合み焼成は良好で、ある。

7はT千i1HIJの部分の巾用から H¥十ーしたものであり、設の庶者1¥である。底径 7cmをiWJり剥務をへラ

削り、色品1~1は外出が黒字~~色で内的lは時制色を呈する 3 月fけはがγj亡を多く含み、焼成は良好で、ある。

内外百11とも若1i:1Mが荒れている 3

8はカマド右側周辺からtl'，オ:した破片ヵ、接イ干した裂の底部で庶径 6cmをi!!lJる。表面iはへラによ

る荒い剥ががのこり内的iもへラ痕が見られる 3 氏剖;の訓桜はへラによる一方向からの削 t)制撃で

あるコ色制は内外とも亦制色で、胎一十はがd.を多〈合むもので、焼成は良好である。

9はカマドの焚口音1¥付近でtIけ‘した台付誌の底部と忠われ、民径8.5cmをiHlJる。器耐は荒い面取

りで訓桜されている。色制は内外凶lとも亦制色を呈し、胎オ:は車111~、車~(-rを含み、焼成は普通であ

る3

E;i料、(10)

10はカマド内・カマドギi1RIJ I:.t構9'からtl'，オーした破片カ、接令したもので、高村、の底部と忠われ底

径~8 .5cmをi!!lJる。械音1¥がわずかにあがるものと忠われる 3 外国iはへラによる削りをおこなわれてい

る。色制はカマドの中のH¥十ーからみてやはり 二次的な火をうけていると忠われ暗制色を呈する。

胎ゴ:は砂キ:;を多〈含み、焼成は普通である 3 表長とも二次的火をうけ総面iが荒れている、

士不 (11 ~12) 

11は京1H1Jの ~I'肘から tH 十ーし~j'(忠器の杯である。 %iiI存し推定口径11.5cm、器高4.2cm、底径5.5cm

をi!!lJる。{本音1¥はゆるやかに広がり口唇部はわずかに肥厚する 3 調態は水引きで底音1¥は切り離し後

へラ削りをおこない務形している、底部近くの体音1¥はへラにより整形している。内面は水引きに

より制務をおこなっている 3 色部iは内外国i とも 731 灰色を呈し、日台士は事i~.:ì1Iiされ焼成は良好である

12はカマド布*IIUてと詑上中尉からHけてした破片が接介した訓忠器の料、で、対迂I存する。推定口

径 14cmi!!lJ る。制~/:は水引きで内外的!ともていねいな作りである。色剖は内外面l とも育灰色である。

胎ゴ:は粘illされ焼成は良好である。

令属製品(13~14)

13は東l\~近くの上層で出土した釧製品と忠われる。 断面iは丸味をもっ変形ム形を呈している。

わずかに弧形でありこれから恕定するならば、円形もしくは半円形に近いものであろう。
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14はカマト‘羊1ム側の段構内から 8'，ゴしたもので、卵形を呈した鉄製dillであるコ断0'11形は、「仁IJ 形

で下方がわずかに広くなっている 3 一'-.1jはサビのため観察することはできないο 士一外径4.8cm、長

内径3.8cm、約外径 4cm、事11内径2.8cm、厚さO.5cmをi!!llる。 (泊U=-j久夫)

2項掘立建物跡

(1) 001 (第94図・図版70)

1-D. 2-D. 1-E. 2-Eグリ ッドのソフトローム耐|で伺認された， P 2とPパ土、滞状

i志村i~11 で検出した。 P 1 は長径35cm ・ 帆径30cm ・深さ 30cm を i!!ll り ほぼ~jTí 1f'にZFたれている， P2 

は構中に切り込んでおり長径25cm・免if_f20cm・深さ35cmをiWIリ、ほLf31i:li'，に穿たれている， P3 

も浮JヰIにギ1り長径25cm・免l径25cm. 1本さ45cmをi!!lll)、はほ邦1f'に詐たれているが、 P2 ・P3と

講中であるので本来の親松は不明で、ある。町は長径35cm・'f，'.i径28cm・泌さ60cmをi!!llる。ピッ ト

中の怨げは、 5屑にわかれ此 I層黒料色士・釦n屑H日制色二上・節目層料i1'tB背制色 ・節町用車k目黒

制色ゴー ・第V制色*1'j'?L:tであるo P1・P2の巴i自1iは2.3m、P2・P3は2.7m、P3 ・P4は2.2m

P4・P1は2.85mをi¥¥l1る3 王車111方向はほほ東西を指すの
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(2) 002 (負0;95閃 .l:xj ~1Ii7 0 ) 

2-D.2-E.2-Fグリッドで係Zとされたもので、ピットは 5本験出できたが 1本不明で、

あった。 P1は長径35cm・制任33cm'深さ43cmを;!¥IIり'f1irfl に~'"たれている。 pz は長径40cm' 知径

38cm'泌さ 55cmて許可 l{(に穿たれている o P3はlと径30cm・告'Jf.r.30cm. 7栄さ70cmをi!¥ll。このピッ

トは採〈 ZFたれている o ps (立以後53cm'空1，'径 5cm・深さ80cmをi!¥llる。R は長径40cm'知径35cm'

深さ75cmをi!¥llるo P1 - pzの距離は2.4m. pz -日は3.8m'PS-P6は2.6m'H -Plは2.5

mをiWIる3 主車IJrlj・向は N-350-Eである。ヒットの問削もwlj-'N:でなく建物跡といえるかどうか
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不明である:) WJlげl' a~j の不手際も否めないものがあろう 。 ピットの士屑は、 4屑で損失q 屑黒色オ -

~'\ II屑附糾色寸 .Ej'¥ rn層階制色村'ft屑・凱町層軟黒糾色士て、ある。 しかしF¥ . Pzについては制

込みから村ーのぬき取り痕であろうと思われる軟黒色士を係官tした。 しかし明瞭な判定はできな L、3

(鈴木薪ifi)

3Ii頁溝遺構

(1) 001 (第96・97図 ・図版 7) 

(i:i'WI) 

1 ・ 2 医を坑にするように検出されたもので、者~ II 屑下吉1\で時制色の落ち込みを ~'{I 記した o :lIP 

十ーは、 4屑にわかれ、 I屑H育制色士 .II層黒色士 .rn層キli'f{黒色士 ・町層粘'fefi，，¥色寸:尉となる ，i講

の方向は、 2 - F グリッド ~ 2 -1 クリッドまで東方向で 2-B グリッド ~ 2 ~E グリ、ソドの部

分は、わずかに北側に寄るような形になる。構長は、 13，7mであるが、 2← Iグリッドで終息す

る 3 訓ヂt医内では、 2 -B クリッドまでしか検出できなかったが、西方 ~IHこのびると思われる 。

構は、 2-Hグリッド部分がもっとも広くなり 1.5m、深さ 50cmをil!ilるつもっとも狭くなる部分は、

2-Pグリッドで70cm、深さ 30cmをiIT1j1) 、西方 ~IHこいくにしたがっ て浅くなるが、地形的に酎方向

に落ちるので、地形に却じた深きになると考えられる、 j韓の概込みは、中川広い凹を里している。

〈造物〉

1.;J'(忠器

2-Eグリッド、付近の浅くなった部分で体認されたもので、講の底酉lよりわずかに浮いた状態

であった 3

造存は、仁l縁部%で、推定口径26cmをi!1ljる。 口縁部は、大きく外反し、肥厚である D 肩者1¥は

5長るものと思われる。 仁l縁および頭部外Uliは横ナテ引!主主をおこない、肩音1¥は叩き制主主をおこなっ

ている 3 内酎も横ナデ訓翌三である 。 色訓は、内外聞とも i炎制色て\胎士は砂キ~\I~ を多く含む、焼成

は普通で、ある。

4Ii頁 土塁遺構(第98図・図版71) 

言lijft区域内の雑草刈の時、小さなオ'i:!A犬カ、的目立され断ftした結果東方の山林音1¥と西方向の谷音1¥

(鈴木若却)

にむかつてめぐる事が体認された。

訓表区内には、 4← F.G.H・1. Jグリッドの 5mしか判象にできなかったヵ、この 5m音1¥

分も立木伐採時、搬出道路として使用されたので、す.1:1状の十ー手は、こわされており山林内に出

存するゴて手から推定して訓読することにした。
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第 97図 001溝出土遺物

il!1J主l似|を比るかぎりでは、わ

ずかに北方fIlJに似をti，'iくように

築j斗してあると，14lわれる 3 オー5!

のすそ1111/14mをil¥1J1)、 卜1111，'11m 

をi!!IJリItJi耐は I"Jのカマボコ jf~

を呈する。f.:Jさは、明石引でない

が、約50cm-80cmをil!1Jる。

首i;j~正[2<士攻グ) 5グリッドを中1げ正

しその*;明」;オi!の向1MIJに構 (堀

つ)を杉tH¥した。講の1¥11川まL帝1¥

で1.8m、底部で35cm 泌さ35-

40cmをil!IJる， ìfI~の洲 一卜ーは 、 4 Wi に分かれ、第 1 J村長色ゴ・第H用料色一|・第四用si";料色土 ・第町用

ホlJiJ{町村J色十一である 3 氏百11は、ほほ平土11である 3 (i和1戸久夫)

5 I頁 土犠

(1) 001 (第99・100図 ・図版72)

〈遺構〉

この調査区域では、土域らしきものはーか所だけ権認された 3 この土墳は 7-J・Iの第E層

で黒色土 ・焼土粒の集中を確認したa

平面形は不整円形を呈する 3 中心軸は N-450 
- Eで、長軸3.05m'短軸2.5m・深さ30cmを測る 3

埋土は 5層に別れ、第I層暗褐色土・第E層黒色土 ・第E層焼土粒j昆H音褐色 ・第 百層明褐色土 ・第

V層焼土である D 埋土中にかかなりの焼土粒の集中を見たが、底面には火をうけた痕跡は確認さ

れなかった。造物はほほ中央部の上層で出土した 3 この土墳はかな りの傾斜地に位置しており、

比高差は:t80cmを測る。掘 り込みはなだらかで、底面はほぼ平坦で、ある。

〈遺物〉

遺構の中央部よりわずかに北側によ った位置で出土した 3

口縁部%遺存するコ推定口径22.8cmをiHIJt)胴部のわずかにふ くらむ聾で、口縁音1¥は大きく 外反

する。 口縁外面の調整は横ナテて¥ 口縁部下に輪積痕をのこす3 胴音1¥は下方向のへラ肖Jt)調整を

おこない、内面口縁は外面同様横ナテーをおこない、胴部は斜方向のへラ削 りである。色調は内外

面とも暗褐色を呈し、胎土は多く の砂粒を含む、焼成は普通である 3

-134 -
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61頁 先土器時代遺物(第 101図・図版83)

先土器:~~代の造物は、 2-D ・ 2-C を中心とした区から出土しており総数 6 点をかぞえた。

出土地点は谷に傾斜しはじめる場所で、土層は第二黒色帯直上であった。谷に傾斜しはじめる所

のためハードローム層の厚さが薄〈、表土 ・ソフトローム・ハードローム ・第二黒色帯という層

序であった 3

1は 2-D区から出::J_した縦形のフレークで、上面から剥離されたものと思われ、石質は硬質

の粘板岩である 3
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2は3-E区から出土したもので、表皮を残し、先端部に刃部がみられる。母岩を打ちかいた

あと、この剥片に刃音15を付し利用したものであろう 3 スクレイパーと考えられ、石質はチャート

である 3

3は002住居跡調査時覆土の上部から出土したものである。中形の縦形のフレークであり、上部

から加撃され剥離されたものと思われ、石質は粘板岩である。

4は 2-D区出土でやはり縦形のフレークである。加工痕はみられない3 石質は粘板岩である 3

5は 2-D区出土のフレークで、表皮をのこすものでかなり不整形である 3 石質はチャー卜で

ある。

6は 2-C区出土の縦形のフレークである 3 上面から加撃きれ剥離されている。石質はチャー

ト で ある。(瀬戸 久夫)

7項 7項 包含層出土の遺物

(1) 1 -4区出土遺物 (第102図・図版86)

縄文土器(1 -3 i 

1は 2-C.Eトレンチ出土、 2は2-Dトレンチ出土、 3は 2Dトレンチ出土である。

喪形土器の破片と思われ、同一個体であろう、縄文の地文に沈線で区画している。色調は、全て

赤褐色を呈し、胎土は、来日|石を多く含み、焼成は普通で、あるa

土器師(4・7-10) 

4は壷形土器の口縁部と思われ 2-Eトレンチ出土、調整はナデで、色調は赤褐色、胎土は荒

く、焼成は普通である 3

7は護形土器の底部で、 1-Fトレンチ出土で、斜方向および底部近くは横方向のへラ削りを

おこない底部は口方向のへラ削りで、色調は褐色を呈し、胎土は小石を含む、焼成は良好である。

8は襲形土器の底部で、 2-Cトレンチ出土で、へラナテ調整をおこない、色調は赤褐色を呈

し、胎土は細粒を多く含み、焼成は普通である。

9 は~形土器の底音15で、 2 - J トレンチ出土でナデ調整をおこない、色調は淡褐色を呈し、胎

土は砂粒を多く含み、焼成は良好である 3

10は邦の底部で、 2-1、Dトレンチ出土で、底部近くは、回転へラ削りで調整をおこない、

底部は、へラ切り後。方向の手持へラ削りの調整をおこなっている。色調は暗褐色を呈し、胎土

は砂粒を多く含み、焼成は良好で、ある。

須恵器(5・6) 

5は杯片で、 3-Eトレンチ出土で、水引痕カ、のこる、色調は暗褐色を呈し、粒子を多く含み

焼成等からみて、土師質須恵器であろう。

6はまイ、蓋片で、 2-Hトレンチ出土で調整は水引きで、天井部付近は回転へラ削りである。色

n
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調は育灰色を呈し、胎土は粒子を多く含む、焼成は良好である。

土師質須恵器 (11~ 15 ) 

11は喪の口縁音1¥で、 2-Jトレンチ出土である。口縁部は矩かく大きく外反する。口縁部下に

タタキ痕を有し、内面はナデ調整である。色調は、外面が暗褐色、内面が黒褐色を呈し 、胎士は

砂粒を多く含み、焼成は普通で、ある。

12は聾の口縁部で、 3-1トレンチから出土したもので、口縁部は知かく大きく外反するもの

で、口唇部は「コ」を呈するつ口縁音1¥は横ナデ調整をおこない、口縁部下からは、タタキ痕がのこ

る3 内面調整は横方向のナデである。色調は外面が黒灰色を呈し、内面は淡褐色を呈する。胎土

は砂粒を多く含み、焼成は普通で、ある。

13 ~ 15は喪の胴部破片で、 13は 2 -1 . 2一 J、14は2-G、15は2-Jトレンチ出土で、外

面にタタキ痕をのこし、内面はあて具痕もかすかに観取されるが、横方向のナデ調主主によって整

形されている。

色調は外面は全て黒灰色を、内面は暗褐色を呈し、胎土は砂粒を多く含むもので、焼成は普通

で ある。(鈴木若雄)

(2) 5 ~ 7区出土遺物(第 103図)

5 ~ 7 区では、遺物の量は極めて少なく、須恵襟 ・ 土師等が若干出土したのみであった。しか

し、 5 ~ 6 区の東側に古墳が存在するが、送電線の鉄柱建設で破壊されており、それらと関係の

ある乞思われるものがこの区で出土している。

須恵器(1~ 3) 

1は蓋と思われ、 5-J . 1トレンチで出土したものが接合したものであり、ていねいな水引

きで調整してある。色調は青灰色を呈し、胎土は精選きれており、焼成は良好で、ある。

2は蓋で、 1とftJ、るもので 6-J・5-1トレンチで出土したものが接合しはほ対遺存する。

推定口径14.5cm .器高3.5cmである D 外国はていねいな水引で調整しであり、内面は凹凸を呈して

いる。色調は内外面とも青灰色を呈し、胎土は精選きれ、焼成は良好で、ある。

3はj不身で 6-Hトレンチで出土したものである 3 推定口径14cm・受部径15cm・たちあがり高

1.2cmで、ある。器形は浅形と思われる。たちあがりは直立し、端部は丸く仕上げられ受部はほほ水

平である。調整はていねいな水引で仕上げられている。色調は青灰色を呈し、胎土は精選されて

あり、焼成は良好で、ある。

4は坪で 7-1トレンチで出土したものではほ、完形である。口径13.5cm・器高3.8cm・底径 9

cmをiHIJる。口縁部は外反し、端部は丸く仕上げられており、調整は内外商とも水引である。底部

の調整は手もちへラ自Ijりで口の方向である。色調は白灰色を呈し、胎土は細石を多く含み、焼成

は普通である 3

- 140-
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土師保(5)

001土壌の上面て出土した裂で、口縁一部のみ出土したもので推定口径27cmを測る 3 口縁部は大き

く外反するもので、口唇部は肥厚する。口縁部に輪積痕をのこし、調整は横ナテで色調は赤字品色

を呈し、胎土はかなり粒子を含み、焼成は普通で、ある。

土製支脚(6)

7-1トレンチで出土したもので、土製支脚の部分で、現存径 6cmをiNIJるD 調整はていねいで

ではない 3 胎土は砂粒を多く含み、焼成は悪い、色調は赤褐色を呈する o (鈴木 若雄)

( 3) 8区出土遺物(第104・105図・図版72・87)

8区のG.H・Jに集中し、遺物は須Eb:器・士師器などが出土した 3

土師器輩(1 ~ 3 ) 

1は8-H  . 1トレ ンチから出土した破片が接合した裏口縁音11でx遺存する 3 推定口径22cmを

測るコ口縁部はわずかに外反するもので口唇先端は丸味をおびる。外面の調整は胴部で縦方向の

へラ削り で、口縁部はナテーである。内面iu締官1¥はナデで、胴部は斜方向のへラ削りである。色調

は内外面とも淡褐色で、胎土は細粒を多く含み、焼成は普通である 3

2は8-1 . Jトレンチで出土した破片カ、接介したもので、襲で部分的に欠損するがほほ、完成

であり、口径22.5cm・器高27.5crn・底径6.2cmをi!liJる。長胴形に大きく外反する口縁部をもっ、口唇

音1I下と胴部に輪積痕をのこす3 外面調整は口縁音1Iで横ナデ、胴部は縦方向のへラ削りである。内

面は口縁部で横ナデ、胴部上半は横方向のへラ削り、下半は縦方向のへラ削り、底部近くは横方

りである。整形時は敷物状を使用しておこなったと思われ、底部周辺部は、摩察による荒廃がみ

られ、わずかな砂粒の移動も観取できる。色調は全体的に淡褐色を呈するが、部分的に二次的使

用と思われる異変がみられる 3 胎士は砂粒を多く含み、焼成は良好で、ある。

3は8-1・Jトレ ンチ出土で聾の口縁部である 3 推定口径17cmをi&IJり、外面調整は横ナデを

呈する。内面も同様で、ある。色調は赤褐色を呈し、胎土は砂粒を多く含むもので、焼成は普通で

ある。

f不 (4)

8-G卜レンチで出土した内黒の杯である。口径15cm・器高4.5cm'底径6.5cmを測る。外面調整

は口縁部は水引きであるが、体部下半は折、を半転して底部方向からへラによる調笠をおこなってい

いるコ底部切り離しはへラ切りであるコ内面はナデ後黒色処理をおこなっている 3 色調は外面淡褐

褐色を呈し、胎土は精選されており、焼成は良好である 3

須恵、器脚部(5)

7 -J . 1トレンチで出土したもので、脚部が遺存する。脚底部径13cmを測るコ脚底部は大きく

聞き、脚部近くで直線的になり脚底部となる 3 脚底部 3cmの所に長方形の三方スカシが外から穿
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• 

淡褐色を呈する。胎土は雲母細粒を多く含み、焼成は悪い 3

たれている 。 調整は外面でナデをおこない、内面i も l ïî]fJ~である 3 色調は外面で灰褐色で、内面iは

(i車il戸 久夫)
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第N節まとめ

1. :ili跡について

ノド跡は、道路ITM18m-15mの医H¥lを訓貸したにしかすぎず、 ifi跡の鋭<1部を調査したといわ

さるをえまし、。

A地点は調査の結果ili怖は不明で、あった。造物も少量であり流れ込みの!惑をうけた。またこの

地点は谷育1¥にあたり、梅雨期には水jれもあると聞く 。ここで出土した辿物は、後背地にある遺跡

の流れ込みであろう 。

B地点は標高30mの舌状台地の縁辺百1¥に位罰している。合的はず!ー状台地がA地点の谷に聞折さ

れた尖端部に位置する。 A地点では住肘跡、6軒検出されたが、本来の性別跡群は標高30m-35m 

のH¥lの後背地にかなりの平知書1¥が凡られる。 遺跡の主体はこのt:¥lに梢成されている可能性が白

い。また 5-7区の東側に?i杭があるが机柏市i.tHIには、*京屯ブJの送?正線塔が建っており、破

壊されているが、 5-7区には，11-.tj'tのものらしい辿物も比られた。前杭の立地にしろ、行中;跡に

しても良好な場所であろう 。

2 . :ili怖について

組li文Wl住肘跡…… 1軒

古墳時代住肘跡…一・ 2軒

歴史時代住肘跡・・・・・・ 3軒

掘立控物跡・・・… 2車f

構状追柄・・・・・・ 1か所

土星状追椛…・ー1か所

土1康状泣楠一一 1か所

縄文時代の住肘跡

005号住肘跡 1軒でピットが円形にならぶもので出土ili;物 ・床面や他の付随する施設も検出で

きなかったが一応縄文期の住肘跡と々えたし、。この住肘跡の破壊は、古墳築造時の盛土採取のた

め周溝からかなり広い範脚|で地山成形されたのではないかと考えたい。

古墳時代住出跡

002. 004号住肘跡の 2軒検出された。この住肘跡は中央官1¥よりわずかに北方向に寄った所に炉

をもち、南EEに貯蔵穴を有する。貯蔵穴の周辺には粘土で、作った低い土手が見られプランは田谷方

形を呈する。このようなili;桃の状態から巧えて、弥生期末に属する様相であるが、貯蔵穴出土の

土器を見ると古墳時代 Ui領式)の範中に入るのではないかとも考えられる。 004号住民ー跡も同

じ様相を呈す。

歴史時代住肘跡

F
G
 

A
性



001・003・006号住出跡の 34ifである。

001号跡については、作I土土苦手もなく時期決定は明時さを欠くが、プランは小方形て、性穴はみら

れない。カマドは北限面lに位置する。

003号跡はカマド中から H¥土した土総のみである。おそらく [Jil分j引の範中に入るものと，也われる。

プランは小方形で杭火はみられなし、。カマドは北野田iに位置する。

006J，;-跡は十φ苦N:のtH土が多く裂・土台|刷i・m悲器杯なとーが出土した。プランは方形であるが、図

書1\分を工 'J';によ って切断された。ピットは 4 か所、カマドは北ll.-~音1\に位置する。出土土器の中に

は薪干千I手の土苦itもみられるが、主体は国分期が中心である。

以上3車干の住肘跡を列記したが時期的には、国分期の範中に入ると考えられる。

掘立建物跡

2軒の建物跡を検出したが、プラ ンも定引でなく、杵火も小規肢であまり大引の建物跡ではな

かろう。これに供伴すると思われるilI物は出土しなかったが後述する士主状追椛となんらかの11<1

係が想定される。

溝状ia梢

この調査区域内ではこの構状のみであったが、 出土造物は土師片、弥生土器片などであったが、

時期決定できるものではなかった。この断而形は、 Vおよ びUの引を呈する。この追跡の中でこ

の溝状追椛がどのような意味をもつかは不明である。

土塁状追柄

告状fT地の-1.1:育1¥を分断するように低い土手状のものがめ ぐっており、急傾斜の谷部から水ITIluj 

まで見られる。この土塁状の外側つまり有地側に学掘と忠われる小溝が付随する。この空堀から

は、造物は出土しなかった。この調子正範聞の中でこの土塁状の遺梢とを今せて考えると、台地先

端部の古墳を物見台として利用し台地側に土塁状ii'l柄、先述した抑立建物跡がこれに付随する施

設ではなかろうか。

土j康状遺構

6区で確認されたもので、確認時には粘土料が集中的に在ったもので、プランは浅い皿状を呈

しており、出土造物は土附裂て-あった。しかし焼土も流れ込んだような状態であった。また立地

している場-所もかなりの傾斜面であり、この土墳の立味、花りかたなど不明な点が多い。

3. 造物について

各遺構からの出土造物については、ここでは除外するとして、各区域で出土したものを記する。

1-4区では、縄文土器 ・土師片 ・石総等がH¥オーした。ここの制1HR城の中では縄文土器の出

土は少なかった。土師片では、歴史時代に属すると忠われるm忠1'[土師とよばれているものが主

流であった。特記すべきは、欽若手2例片が出土したこと で、おそらくこれは鉄鎌の 1部であろう
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と巧えられる。住}，';跡内からのHけーはなかったが台地上のfH';跡群の中に鉄器を有する住肘跡も

あることが推定される。

5-7 区では、イ訓l ・丸'(}ι器の料、などが1-1\十ーした。ゐ'(}l': 昔i付イよは、イ1 :地の~J'(''il.':器ではなく良質の

ものである。この 5-7区は、傾斜地である後背地に，J，杭(送屯制塔のため破峻)が立地するが

この己的に伴う jliヰ知と忠われる。

8区では、寸-.s11i訣 ・公'しむ器杯、士山li古川ィ、などの破片がー1(11にけl十していた。これらの出土造物

は[Jcl分却!の範中であろう。しかしこの造物の出ゴ:状態は、いかにも上部から投げ折てられたよう

に忠われた。 卜百1¥の、1-:士FI.Rliに生活湖、が存イ1:すると忠われるがそれら一述の行動としてとらえられ

てい い ものであろうか。(瀬戸久夫)
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第 八章清水作古墳



第 1節古墳

l 項 墳丘および周溝 (第106・108.109図・図版73-77)

411i-水作古墳は円抗である。発j!it¥調子ヒ前のI賞丘iWI邑では、任17.5m・高さ 3.0mの円形の隆起を

呈しており、境丘東側は、谷で削られており、西側も自然地形で急傾斜を呈していた。

発J以調査前の坑 IL~は、大きな撹乱等はみられなかっ たが、小さな凹地は数か所見うけられたカ、

j立物等の派出は見られなかった。

訓径の結果、墳丘内径約20m'現校高約 3.0mの円墳であることが判明した。周溝を含めると

「
「

第 106図墳丘測量図 10m 

( 1/300) 

n
u
J
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ゅ.

Ir 
第 107図発掘区設定図

10m 

( 1 /300) 

径約28mの規模をittlJる。周溝内部は、すべて埋土で出丘から周溝へ急激に落ちる。テラス状の分

は存在しなかった。周溝は、完全に遺存する所は、少なく SE・NE.NW区の中心付近の一部

で、東側は谷によって削られ消滅し、西側は自然地形のため周溝は存在しないと思われる。遺存

する所を測ると幅約3m-4.5m、深さO.6-10mをiftlJり内側の落ち込み部分は、墳丘から急傾斜で

外側の立ち上がり部分は緩やかな傾斜を示す。この古墳の西部分は、自然地形による要因で、周

溝は、設定せず東部分のみ周溝を設けた と思われる。この周溝の設定から考えて、墳丘の盛土は

n
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周溝堀削の土砂畳だけでは築成不可能と与えられ、周辺から不定分の調達を行なったと考えられ

る。築成と方法は、まず|日也表面を円形に残し、その周辺部からまず盛土をはじめている。すな

わち封土築成の第 1段階は成形しない円形部に環状の高き約 0.4mの土塁を形成し、第 2段階は

その内面および上面に高き約 0.4mまで土砂を築成し平担面を形成したようである。その後は前

記したような方法をくりかえしながら築成をおこなって約 3mの墳丘に形成したと推測される。

周溝の用土は 2ないし 3屑に分けられ、おそらくこの時点で周溝は浬まり、以後は坑丘外から

も土砂が流入したものと推測される 。同側部分は地形的な急傾斜面のため自然流となり谷へ流出

したものであろう (瀬戸 久夫)

10m 

第 108図墳丘 平面図
S ( 1 /300) 

211頁 外部施設および内部施設(第 111図・図版78・79)

外部施設
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第 110図遺物出土位置図
S 

10m 

( 1/300) 

外部施設の可能性も々えられ、慎重な発掘をおこなったが外部施設である埴輪、耳石な どは検

出されなかった。 またそれに代る墳丘外面の装飾性を具備するものも検出きれなかった。

内部組設

N-Sベルトを残し SE区の表土を排土したところ、旧表土下の周溝に落込む部分にH日褐色土

の落込みを確認した。落込みの規模は長辺約 2.2m対辺約1.55mをiRIJる時長 }j形であった。この

堀込みは地山を直接掘込んだもので、主体部は土域の構造は干面長万 If~で、上面長約1.9m 、成 Ifli

長 1.65m、 中央部幅約O.6m、深さ約O.25mを測る長軸方位は、 N75'Eを指向し 、域底面は現

表土下約O.6mに位置している。内部施設の理土は、 3層に分かれ I層階褐色土 ・II層暗褐色混白

色粘土・ III層白色粘土層で、土域内の州土は 3層に分かれ、 I屑粘土 ・II層黒色土 .III層黒色土

i1~白色粘土である 。 土域内の長辺の両端には、白色粘土が観取された。土域内の出土迂i物は皆無

であった。
(鈴木若雄)
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3項遺物の出土状態(第 110図)

，'，墳に関する遺物は、ず[刀、鉄鎖片であり共に出 li-.盛土中から1政1¥となって出土した。 i立物は

全て NE区の.tft頂より O.4mさがった所で出土したもので、直刀はほほ、中央から折れ刃部を下方に

向けて出土した。鋒はほほ、西方向を指す。表土を排土した直後出土したものである。また、他に

縄文土器片、磨石、土師器、カワラケ、古銭、紡錘寧などが出土した。縄文土器片は、 NE区より

磨石は、 SE区、土師器は SE区、古銭は NE区、紡錘車は SE区周溝の埋土中より出土した。

(鈴木若雄)

4!頁遺物各説

鉄器出土状態(第112図・図版81)

直刀 ・欽織の出土状況は、図示したようである。出土地区は NE区で中央部に近い標高33.1m

-32.7mにかけて第 l層表土下より出土したものである。 (1)の直刀は鋒をほぼ、西方向に位置し、

中央部から折れ 21肉体になって出土したもので先端の部分は刃先を下方にむけており

ω
o
u
o
 

I層…暗褐色土層 A 

II層・・・暗褐色混白
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第 112図 直万出土状態図

中央部から折れ 211>';[体になって出土したもので先端の部分は刃先を下方にむけており、茎部分は

横におかれたような状態で出土した。つまり刃部 ・むねを表出した状態であった。(2)の直刀片は

(1)の直刀より南方向に約30cm離れ、鋒をほぼ南方向に向し、て出土したもので、すぐ近くに鉄片ヵ、

出土したが直万の 1部分であるのか他の鉄製品の1部であるのか腐食がいちじるしく不明であっ

た。 (3)の鉄鉄片は(1)の直刀より北方向に約35cm離れ出土したもので、先端部は折れており先端方

向を復元するならば、北西方向であろうと思われる。

以上、 NE区の鉄製品の出土状態を説明したが、 (1)・(2)の出土状態からみて、かなり撹乱をう

けたようであった。これらの遺物の出土後内部施設の可能性を考え精査したが、それにあたるよ

うな遺構は検出されなかった。しかしこのような位置 ・状態から推測するには、なんらかの施設

があったと思われ各要因下において明確な遺構は遺存しなかったと考えられる。(瀬戸 久夫)

直万(第113図・ 図版88・89)

1は直刀であり全長92cmの平造りの鉄製大万である。身長77cmで区は不明であり、刀幅は 3

6cmで棟幅約1.0cmを{目Ijt)比較的薄い。鋒は丸〈作り出されており 、茎は13.5cmをiHlJり茎の断面は

略長方形を呈する。茎端は丸味をおびている。目釘は 1か所遺存するが、茎の状態から考えて 2

か所の可能性が大きい。茎の部分には、わずかに木質が残存している。鍔は遺存しなかったが、
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市w金具カ、j立存しており、1<任， :).0 (，日の卵形を呈する 。

このような状態;il1'チから A与え木製/j"i'i、木川であろうと

Jうえられる。

2は[!L刀の鋒部l'及川ーで 1より中!ll身でゆるやかな角度

でjしみをおび、'1':もサ」を呈し出11'1，1は 1cmである。

3 (第114lメ19)は鉄鉱片で先川部は欠損しており、

|両iJLi主 リで，111，11.3(111・即さ0.4cmをil!iJる。盤iiil式であろ
乙、

うと忠われる 。

ぐ)
'! ) 

土師器 (第114図 1・2. 4・5) 

1は材、で SE区で出ゴしたもので約1/3遺存する。口
~ - 。 任13.5cl11・総，'，':j4.5(111・底径8.5cmを;l!iJる。底部はへラ

切り後周辺をへラナデで調艶しておリ、!式部I，';j辺の体

~ -

日1，もへラナデによリ調整をおこなっている。休部の内

外1([1とも水引きで、ていねいに調整されている。色調

は11('，:褐色を呈する。胎土は紺|粒を多く含み、焼成は良

好である。

2は護の底部付近の破片と思われるものである。底

部はへラ削リ調整、胴部は横方向のへラ削りによって

調主まされており、色調は内外面とも明褐色を呈する 。

胎土は細粒を含み、焼成は普通である。

4は裂の底部片でN W区から出土したもので推定底

径6.5cl11である。内外面とも 器商カ、荒れており調整痕は

明|僚ではなし、。色調は附褐色を呈し、胎土は細し、長:j'I

などを多く含む、焼成は良好である。

5は裳の底部でNベルトから出土したもので、底径

は5.5cmを;l!ijる。器商は内外面とも荒れており調整痕も

不明である。色調は明褐色を呈する。胎土は粒子を多

く含むもので、焼成は普通である。

中世陶器(3)

士不か即lのj:i[だと忠われ、 SE区の治丘上でH'，土し た

もので、!氏任4.5cmを損1)リ、底面は凹凸を呈しており 底

第 113図 古墳出土遺物(1) 部は糸切り 痕を残し調整痕は見られない。内面はナデ
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第 114図 古墳出土遺物(2 ) 

痕がはられる 色調はi炎自制色を I! ~し、胎土は細半J1 を

かなり含む、焼成は良好である 。

紡錘車(6)

j骨石製の紡鋒斗lでがn/2i立存する 。SE区の周構内で

出土したものである 内直怪 4cm を ì~IJ り、孔の直径 0 . 7

cmを測る。遺存する表面はよく摩滅している。市さは

12 日を ì~.IJ る 。

古銭(7)

永楽通宝でNE区の古地盛土上で出土したもので径

2.4cmて、0.6cmの方形孔を有する 。文字は片面にのみ鋳

出されている 。j宜存は良好で、ある 。

磨石(8)

S E区出土で長さ8.4cm.断l(ljl隔1.4cmで、両端面は

かなり摩滅しており、かなり使用したものと思われる。

石賀安山岩、重さは60gを測る。 ・(瀬戸 久夫)

縄文土器(第115図 ・図版90)

撚糸文系土器 (1 - C) ) 

11倣部 (1 -5) )J[，惜fJ( 6 -8 )底 部 (9 )で、日

以青1¥• IJH 日 1; とも縦 h~'Jの細かい撚糸文を摘している 。

令体的に盛土中からの11¥土であるため探面カ、荒れてお

り施文も明瞭でない。口縁部はわずかに肥厚し外反す

る。色調は明褐色を呈し、胎土は細:f2を含み、焼成は

良好である 。

!え部は尖ほとなりす持I'，Jーはかなり厚大する 。11'(部;5:く

まで施文されている 。これらから考えて早期の豆島式

土器と巧一えられる。

竹管文系土1*(10-14) 

すべて小破)'，ーであり器面に三角形の連続刺突文が施

文されている 。色調は赤褐色および時褐色を豆し、胎

土は砂粒を多〈含む。焼成は良好である。これらの 1

群の土器は、前期後半の~'[-J::，'j式土器であろう 。

隆起線文系、土器(15-20)

- 156-



ここの土保Hiでは、附起41lの区間外に縄文があるもの(15)、縄文をすり消しているもの(16-181

とに大別できる。土探は全体的に荒廃しており縄文の施文等も明確ではない。15は口縁部が肥厚

し内向するもので、色調は IJ~ 外面とも暗褐色である 。 16 ・ 18は口減部は肥厚するが1I特部はうす

色調は暗褐色が主体である 。焼成これらの土器片は砂粒を多く含み、くなりほぼ直線的になる 。

これらの土器は、中期末の加曽手IJE III ;J:~の範中であろうと思われる 。は普通である。
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古墳下の遺構第E節

遺物出土状態(第116図 ・図版81)l項

|日表土(黒色土)下から土器片・石片が多数出土した。古墳の池山古引の盛土を撤去した後、

成形きれなかった部分のほぼ全面から出土したが、特に中央部に集中しており SE . N E区はわ

ずかに少なかった。出土した遺物は、土器片117日，Iil・石片480例であり石片が土器に比べて多量で

あった。土器片は接合の結果 5伺休であった。石片中からは製品 ・半製品は確認されず年IJ片だけ

これらの剥片から38個体の接合資料が確だけであった。刺片の材質はすべてチャートであった。

認された。

"，::，;;，'l'.f 
:~.. .:-_; 
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古墳下遺物出土状態
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2!頁遺物各説

土器(第117.119図 ・図版90)

1は裂で、口径21.5cmを測る 。口縁部はわずかに内湾し口界部は肥厚し九IIA、をおびる 。u't*吉1¥

はていねいにナデられ成形され口界部下から縄文帯を有する 。縄文帯のl隔は口界市1¥下で1.5cm、そ

の他の部分は1.Ocmである 。この縄文帯は上半部に縄文の地文を施したあとで摩消し降起帯状縄文

を作り出したものと思われる 。口縁部には 6111;1のJ手文ヵ、はりつけられており浮文の部分には、縄

文は見あたらない。m!iJ下半部は、縦.n );ri'Jのへラ削 1)により成形されている 。内而は上部カ、村償f4 l 

y万]1“向11川!リlのナテによリ 11形|杉;I成Jえ記さ jれLている 色，J

』胎fh[土は車細出小L、車桁;;(-を含み、 焼成はuHである 。

2は裂の LI*'ま部である 。約l/2j立存する 。推定U径28.5cmをiWJる。U縁部はわずかに聞き、口将

部は丸l味をおびる 。 II't~ ty[i上に 2個 2対の突起が作り出されている 。 2W;Jの突起はわずかな間隔

があり、そのIj¥J隔の部分に必リ付け文がつけられており張り付け文のJJfl¥には太い主IJ目カ、入る 。

立;様は口枕部から砲され口縁部直下に弧状の摩消しJrtiがある 。この摩消し帯は 1)[り付け文との聞

に比られるものと思われる 。内IU.iの形成は、ナテによるていねL、な成形をおこな っている 。色調

は外面がH音褐色、内面がj炎褐色を呈している 。胎土はキIII:Pを多〈含み、焼成は良好である 。

3は裂の口縁部で、推定口径29cmをiWJ1)、口科部はわずかに肥厚し内湾する 。口縁部に 2条の

横走する深い擦痕を有し地文は、合|方向の引慣文が施されている 。内l耐の終形はていねいなナデ

がおこなわれている 。色調は外面が褐色および暗褐色を呈し、内 1(1[は部分的に黒制色も比られる

が、ほとんど掲色を呈している 。1Fi土は細粒を多く含む、焼成は良好である 。

4は深鉢でl/3j立存しており、口 1f20.5をiWJリ、口融部はわずかに外反し、胴部中位まではは平

直でMH下半部より内側にすほ、む。口融部直下から制部中位にかけて 4本の五IJ目帯を有し 2_;j三目の

五IJ目帯には山形の張り付け文を有し、 3本、 4本自の安IJ目帯には、 31J1ill休の山形張り付け文を

有する 。 2、 21ドの主IJFI帯の聞にはていねいにナテが地されている 。他の聞はていねいにナテら

れている 。ゆ!下半は斜弧状の引撞文が施されている 。内面の調整はていねいなナテが施されてお

り胴下半部に引い佼をもっ。色調はは内外1(11とも 淡褐色を出している 。IJfi土は細粒を含むもので、

焼成は良好である 。
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5 ii小川ltiのj本でわろうと目、われる わすかにl)fJ~ )r;で11 't f ;'il;1こ211山111本の'11<1) HI tえ;モイlし11

付文;卜ーより 2本の縄文'出をイjーする 。 2本の縄文'AIの川に縦 2条 11本の主1]目が約 i【1111:¥] 1:i，4で 2休あ

りその'1'聞に凹のある振り付け文を有する。縄文惜のI:¥Jはていiol ¥.、なナテによって削られておリ

1]1n]卜ー半m)より棚立;の地文，j;?となる。|人Jrrriの成形はていねいに仕上げられており光沢も有する。色

調はぶ褐色から ~ì\褐色である。胎 i は制11 ，、粒イ今を含み、焼成は良好である。

これら 5111;1体の土器を記述したが、これらの土器は、文様構成 ・手法 ・成形などから巧えて、

縄文後期!のiJ，ntJlにあたるものと解したい。

(瀬戸久夫)
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第 119図縄文土器

』工己

10cm 

石片接合資料(第120-124)

1 I J¥ 48011占111¥土のうち以介資料として1;い、できるものが3611川件、ある 。それぞれの例休は、 211>';1

3個、多数接合できるものまちまちであるが、 一応l111明のみにとどめる 。ここで永一採という表現

を用いているが、これは排土中に出入したものでこの 11]墳下の包含層から出ゴーしたものて、排イ..us 

積場で採集したものを指すものである。

1 . 0224， 0591， 0563の 3111;1が接合したものであるが、 0563は細片であリ主体は0224，0591で

あろう 。接片の距離は、 0224-0591は60CI1l，0591-0563は30C'11lの11'，土距離よ り接合し、 l一部に石

脈の石皮をのこす。この打面は、まず石脈によりおこない石脈の石皮の方向から}JII撃したものと

思われる。

2. 0301，表ほの 2片が接合したもので、この 2個は母岩の表皮を残すもので、最初]荒割され

るときのものであろうか。それも lと同除、上部方向から加撃されたものと忠われる。
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3 . 0066‘ 0136の 2 片カ、抜合したものであリ、石片の ~Ii 向性は 134 cmをi¥!llる。この資料も石脈の

イI皮をのこし、 J..部から }JII撃され縦万向に恭1]離されたものと思われる。

4 . 0026， 0241の 2)'，が被介したもので、娘J十の距離は 820cmとかなりの距離がある 。この石

)'，は、 0241が大きく上部にはイi)派のイI)えがみられ、打面は椴Hげ'Jから川|撃されて横方向の手1]1雑由

が見られる。

5 . 0212， 0125の 2日が接合したもので接片の距離は 206cmをiHlIる。この接合資料の上下面

とも石脈の石皮が残存し、この資料の石11)止の厚さは 1.4cmをiWIる。打面は上uii加撃である。

6 . 0506， 0506と同一地点のものであり、この資料も 5の資料と同様上下面に石皮を有してお

りこの資料の場合石脈の厚さは 1.9cmを測る。 }JII撃は上万戸'Jからである 。

7. 0012NW， 0412の 2片が接令したもので、接片の距離は 748cmとかなりの距離を測る。 、

の資料も l山l 出にイÎl立をのこす。"11~)r(の厚さ 2 .5 cmをi¥!llリ}JIJ撃出は上方向からである。

8 . 0501， 0590の 2片が核合したもので接介日の距離は 116cmをiWIる。上面に石脈の石皮をの

こす。 }JU撃の方向は上方面からである。

9 . 0193， 0209の 2 片ヵ、按合したもので般イト)"の ~I'離は 200 cmをiWIる。接合体の上下面とも石

11)止のムー皮を伐すもので、この資料のイi脈の|悩は 3cmをiWIる。 }JU惜の方向は上方聞からである。

10. 0561， 0410， 0017N E区の 3片が接合したも ので機合片の距離は、 0410-0017N Eが70cm

0017N E -0561が 596cmとかなりの距離を測る。上出に石皮を残す0561-0410は上方から加撃を

加えているが、 0410-0017N Eのものは前料万向から}JIJ撃しているが、この 2片の聞には石脈が

あり 1JU撃時その石脈から剥離している。

11. 0199， 0001 N Eの 2片が接合したもので接合片の距離 814cmとかなりの距離を測る。 0199

は縦形の長い剥片である。上出に石皮を残すが前方から力目撃されている。

12. 0121， 0334， 0116， 0183， 0336の 511占|の石片が接合したもので、石片の接合距離は、 0121

-0116が14cm、0334-0116が 116cm、0116-0183が 202cm、0116-0336が 204cmをそれぞれ測る。

0116と0334がこの個体では母川e であろうと思われるが、打撃面が明瞭でなく 0183，0336の方向か

ら打撃されたと思われ l回の加撃で石脈方向に剥離していくのではなかろうか。

13. 0570， 0200の 2片が接合したものであり接合片の距離は 194cmである。上部に石皮を残す

縦形のねl片であり石面は細かく余1I離しているが石材によるものと思われる。

14. 0426， 0141の 2片が接合したもので、接合片の距離は92cmを測る。かなり大形の縦形の剥片

である。打面は上面であろうと思われる。

15. 0012NW， 0206， 0012NWであり、 0012N W -0206の距離は 678cmのかなりの距離である。

接合上面に石脈の石皮を残すが、各争1I片の接合面も石脈が見られこれにそ って剥離したものと考

えられる。
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16. 0026 N E. 0024の 2)'，カ、娘イ干したものであるが、接合片の距離は 130('mである 。0026NE 

の上部は石皮を残す、かなり各 }j向から加撃されている 。

17. 0026 N E， 0352の 2伺が接合したもので、被合片の距離は 624cmとかなりの距離である。

縦形の剥片である 。 七部はフラ ットな出ーをのこし、 0026N E而には細長い争IJ離が見られる 。

18. 0137， 0581， 0195， 0381の 411占|カ、接合したものであり接合片の距離は0137一0195は 190cm 

0581一0195は 530cm、0195-0381は 318cmを測る。接合体の l二部は表皮を残す。側面の直線的に

年IJ離している所は石脈である 。中形の縦形の争IJ片が母体とな っており、他の 2個は小片である。

19. 0024N E， 0491の 21聞が篠介したもので、嬢合片の距離は 682cmと距離がある。上部は石

皮をのこす。上面からの)][1撃において争Ij離.されている 。

20. 0153， 0428の 211司の石片が接合したもので、篠合f'，ーの距離は 8cmと非常に近距離である 。

横形の争Ij片であるが、争Ij離由ーが干ilJIj(にな っている。IJU撃の万戸'Jは不明である 。

21. 0239， 0579の 211古川接合で、接合片の。 E時四は 376cm を ìlJiJ る 。 中 Jf~の縦形の争IJ片で接合体の

l'一部はli皮を銭す。上部からの加撃による争IJ日であろうと思われる 。

22. 0202， 0012N W， 0500， 0497， 0162の 5111i1の石片が綾子干したもので、名聞の距離は0202-

0500は 320cm、0012N W -0500は 642cm、0500一0497は 700cmとかなりの距離であり、 0500一01

62は 786cmとこれもかなりの距離である。0497，0500， 0012 N Wのイiバーは縦形の剥片である 。接

合体の上下1(liともイ{皮を残すもので、このii皮石脈の市民は 3cmをil!lJる。これらの石皮の争Ij離は、

大部分が L部IJII幣であるが、 0162だけが下万からの1m幣であろう 。 しかし行脈で割った石村は各

万向から力目撃しているように巧えられる 。

23. 0221. 0606の 2f l ，'.jの わハー が般介したものであり、持介ハーの ~li~~lf.は 196 cmをiWJる。'1'形の償

形の年IJ)'，であり表面はキ111，、年IJmH:I(liをのこす。

24. 0239， 0583の 2片が後イ干したもので、接合片の距l維は 376cmをiWJる。中形の恭IJ離に小片の

0239が俵介するもので争IH維は、 k函からIJII墜されたものであろう 。

25. 0483. 0161の 2)~が機合したもので、嬢合片の距離は 446 ('mをil!lJる。接合体の上下面とも

石脈の石皮をのこす。この石村の石脈の帽は 3cmである 。0483，0161の按介両も石脈であろうと

思われ直線的に争IJ縦している 。

26. 0504，表採の 211占|が接合したものであり横形の刺片である 。

27. 0240， 0012 N Wの 2111i1が接合したもので、接合片の距離は 998cmをiHIJる。接合体の上部は

石皮をのこす縦形の争IJ片である 。

28. 0157. 0021 N Eの 21閉め石片が按合したものである 。接合片の距離は 394cmをiHIJる。0021

NEは横方向から打撃された年Ij片である 。

29. 0492， 0562， 0589の 3伺の石川ーが接合したものであり、それぞれの距離は0492-0589は27

Q
d
 

po 



2 cmで、 0589-0562は 144cmである 3 f[li[とも縦形の制艇である この争IJ)'，は0492と0562は li本

の争Ij)十で、{f:1j献した後ほほ中央部から折断したものと思われる

30. 0003， 0012の 2f[li[が接合したもので、接合)'，-の距勝争は 220cmである 接介体の Ufl¥はイl皮

をのこすが、 0003は下んーから加撃され争IJ離されたものであろう の

31. 0250， 0473， 0431， 0464の 4八が嬢合したもので、それぞれ距離は、 0250-0473は 636cm 

0437-431 は 518cm、0437-0464は 420cmをil!iJる。0473，0250の争IJ片は l伽|の縦形の争Ij八であ っ

たものを折断したものと思われる 。かなり各方riリからの加撃があ ったと忠われる 。

33. 0034， 0001， 0013の 311占lが核合したもので、それらの距離は0034-0∞lは 220cmで、 0001

-0013は 420cmをilliJる。縦!杉のおれ、争Ij片である 。十妥合体の上出はイi皮をのこす。{f:IJ離は上向}JII'教

と思われるが、各万ri'Jからの争IH維がみられる 。

34. 0014， 0008の 2例の接合で、按介片の距離は90cmをiJ!iJる この接介体は横形の争IJ)'，であ っ

たものを折断したものであろう 。

35. 0222， 0216， 0427の 3例体が接合したもので、それぞれの距離は0216-0222は96cmて 02

22-0427は 188cmである 。 この接イャイ本が fIJから}J11撃されてできた年IJ片であり、それを中央部か

ら折断したものと忠われる 。接介体の i二ド }J，白ーとも行皮をのこす このイパイの.1，-脈111は 3.2cmを

涼'Jる。

36. 0461， 0130の 2f闘が綾子十したもので、 2 fl占lの争IJ片は 194cmをiWJる。不定形の争Ij)~-である 。

37. 0012NW， 049の 2f[古|が接合したもので、 J妥合八ーの肱~は 684cm とかなりの距離を il!iJ る 。 償

形と縦!杉の争Ij片である 。千十万[I'Jから }JiJ'惨されている。

以上36fllil の操合体を記述したが、 llííi&した上器と同一 レベル Lで、出土しており L~fFの時期と同

-u年期!としたい。

(瀬 戸久夫)
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第 3節まとめ

1 .古墳

調査の結果、清水作古墳は、内径20cmの円墳で、あることが判明した。墳丘の築造は、径約20m

の円形部を残して外側の旧表土を削平して深さ約 1m-幅3.5mの周溝を堀削することによって

墳形を確している。堀削によって生じた土は封土として利用されたと考えられる。埴輪 ・葺石等

の外部施設は確認されなかった。内部施設は、南側の周溝内に近い部分に設けられ主軸は東方向

であった。古墳に関連ある出土造物は墳頂部付近で出土した直刀・鍛のみである。しかしこの直

万は出土状態が不自然であり盗堀をうけた可能性も考えられる。清水作古墳の内部施設は、前述

した如く墳丘裾部に地山を穿った土績である。近くに存在する中原古墳群の内部施設は、ほとん

どが墳丘裾部に偏在しており、本古墳もこの中原古墳群との関係も考えられ、特に中原古墳群の

II号墳と類似するのではなかろうか。中原古墳群は内部施設のあり方からいわゆる変則的古墳と

云われるが、本古墳もそれと同様に把えられよう 。本古墳の築造時期は、中原古墳群などとの関

連から考え、墳丘裾部の土績の時期は、 6世紀末葉から 7世紀初めと考えたい。しかし墳頂部の

出土遺物を考えるならば、出土した場所に土嫌より古い時期の内部施設の存在が考えられるので

はなかろうか。 調査時に精査を試みたのであるが、土撲の痕跡も確認されなかった。しかるに

本古墳は 6世紀末から 7世紀初めより以前に築造されたと考えられる。少なくとも 2期にわたっ

て使用されたのであろうと考えたL、。また 6世紀末葉から 7世紀初め以後、歴史時代に入ってか

ら土塁状遺構と関連するものとして利用され、物見台としての利用も考えられる。前述したよう

に古墳の表土から中世陶器片なども出土していることから考えられる。本古墳は、舌状台地の先

端部に位置する築造物として、本来の聖域としての機能から軍事的施設としての転用も考えられ

る。

〔参考文献〕

・武田宗久・後藤和民・庄司 克・ 「第3節 古墳時代Jr.千葉市史』原始古代中世編 昭和49

年 千葉市

・千葉市史編纂委員会 「第4節 古墳時代J r千葉市史』史料編 l 原始時代中世昭和51年

千葉市

・中村恵次 ・市毛 ;勲「千葉市中原古漬群調査報告J r古代.!37号 昭和36年 早稲田大学考

古学会

・市毛 勲 「東国における境丘裾に内部施設を有する古墳についてJ 8"古代J41号 昭和38年

早稲田大学考古学会

・谷沢良光 ・小i幸治男 「千葉市平山町新山遺跡発堀調査概報」昭和53年 新山遺跡発堀調査団

・折原繁・杉山晋作・瀬戸久夫「千葉市築地台貝塚・平山古演」昭和53年千葉県文化財センター
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2.古墳下

古墳下の旧表土黒色土下より、石片・土器片の多数の出土を見た。先述したように石片 480個

・土器片 117個の出土を見たもので、黒色土下に焼土粒 (スコリア)混黒色土にもっと多〈存在

した。これと同様な土層は、本遺跡、から北方向約 4kmに築地台貝塚が見れるがこの調査現場から

同様な層伎と、同時期の土器片・住居跡などがみられる。また特に出土した石片 480個の内38個

体が接合した。出土した土器片から考え縄文後期末葉の時期であろう 。古墳としてこの地域が分

断される以前は、この舌状台地部分は狭い平担地を形成しており、縄文後期末葉の生活面で石鍛

等の加工の場所として利用していたのではなかろうか。調査範囲内で縄文時代と考えられる住居

跡は、 l軒確認されたがこの後期末葉のものとは断定できない。しかし可能性は大であろう 。

土器の分布と接合関係について(第125図)

n 10 
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o 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000cm 

接合距離

第 125図 古墳下出土石片接合分布図
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古墳下の出土遺物は全点出土状態を記録して分布図を作成した。前述したように土器片 117個

について接合関係を試みたので若干の考えを述べてみたい。接合できた土器は67個であるが、他

の土器は細片などで接合不可能のものもあった。ここでは、土器片の接合距離を測定し、この古

境下包含地における接合距離の分布図を作成してみた。個体数は59個であるが、同地点で出土し

たものもある。その結果、第125図のように300cm-550cmの聞に集中しておりこの聞の個体数は42

個で71%である。この距離について私考するならば、集中する300cm-550cmの聞を中心区として

ピークである400cm-450cmを中心として土器片の拡散する距離は、 300cm-350cmの距離て"あると

この場合は理解したい。このような分布図を他の出土遺物に応用し各資料を提示し試行するのも

lつの方向であろうと考える。

石片の分布と接合関係について(第126図)

総数 480点以上の石片が出土したのであるが、その内接合数36個体である。それらの接合片の

距離の分布図を作成してみると、 3つのピークが見られ100-30CX;m，350-500cm， 650-75Ocmてo
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第 126図 古墳下出土土器片接合分布図
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ある。 100-300cmの割合は、 40%，350-500cmの割合は、 18%，650-760cmの割合は、 18%であ

る。半径50cm-150cmの聞に最も集中分布する割合がたかく、これは 1つの作業工程の中の広がり

と見る事ができょう 。今回時間的制約のためできなかったが、重量を加えた分布図を作成して考

えればより好資料が得られるのではなかろうか。

(瀬戸久夫)
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藤沢遺跡

1.先土器時代遺物出土状態(2群)

2 出土状態 (東方向)
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